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中国地方中部大賀台地の古生層の層序と構造

吉　　村 典 久
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V 1　ま　え　が　き

　吉備高原中部のcc大賀台”を中心とする地域は，小沢儀明（1924）の大賀押被せの発見

と・小林貞一（1938）によるその造構史的解明によって，西南日本内帯における中・古生界研

究上の1要地として注目されてきた。その後の多くの研究によって，吉備高原の中生界に関

する知識は目覚ましい発展をとげたが，古生界の研究はほとんど進展をみていない。

　戦後・広島大学では，今村外治教授の御指導のもとに，横山鶴雄による帝釈地域の古生界
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の研究，沖村雄二と佐田公好による阿哲台地域の古生界の研究が進められ，それらの研究の

1部はすでに公表された。筆者もまた，今村教授の御指導のもとに，1953年度の広島文理科

大学卒業論文のテーマとして大賀周辺地域の古生界の研究に着手し，その後も“e大賀台”全

域にわたる地質調査を継続してきた。そしてその都度その成果の1部を公表してきたが，一

応古生層および中生層の層序と構造の概要が判明したので，ここに現在までに得られた研究

結果を報告して諸賢の御批判を仰ぎたい。

　本論文では，主としてce大賀台”南部地域の古生界の層序・構造を論じるものであるが，

特に次の3点に重点をおいて記述することとした。すなわち，（1）二畳紀後半における地殼

運動，（2）変成古生層と非変成古生層との層序的・構造的関係，（3）tC大賀衝上”についてで

ある。

　この研究を行なうにあたり，今村外治教授から研究全般にわたって終始懇切な御指導をい

ただき，また本稿の御校閲をも恭うした。九州大学鳥山隆三教授からは紡錘虫化石の研究の

糸口を与えていただき，また一部の紡錘虫化石の鑑定もしていただい拠広島大学楠見　久

助教授と申野光雄博士からは，長期間にわたる野外の御指導をいただいた。また木野崎吉郎

教授・小島丈児教授・長谷晃助教授・横山鶴雄・沖村雄二・佐田公好の各位その他広島大

学理学部地質学鉱物学教室の各位から有益な御助言をいただいた。これらの方々に対して厚

く謝意を表したい。また現地でいろいろとお世話下さった高山小学校教諭岡崎正義氏にも厚

くお礼申し上げたい。

　なお本研究の一部には文部省科学研究費交付金を使用した。

ll　研　　究　　史

　小倉勉（1921）による7万5千分の1地質図庄原図幅，赤木健（1930）による7万5

千分の1地質図府中図幅の刊行によって，cc大賀台”周辺地域の古生層の概要が明らかにさ

れた。これにさきだつて小沢儀明（1924）は，“c大賀押被せ”を発見し，それが中生代末期の

地殻運動によって形成されたことを明らかにした。矢部長克・馬淵精一（1934）は，成羽町

羽根付近でq観石統”礫岩上にのる古生代石灰岩の存在を認め，その関係をCC羽根衝上断

層，’と命名した。

　これらの研究にもとついて，小林貞一は岡山県下の中・古生層に関する総括的研究を開始

した。その一連の研究活動の申で，小林（1938）と張　麗旭（1939）による大賀周辺地域の

地質研究は，c“大賀台”の古生層の層序の樹立どce大賀衝上”の全貌の把握という点におい

て特に重要である。これらの成果の概要は小林の日本地方地質誌中国地方（1950）および総

論（1951）に紹介されている。

　戦後，中国地方中部要地の中・古生界は多くの研究者によってとりあげられ，著しい知識

の進展をみるに至った。中野光雄（1952）は，日南石灰岩が三原砂岩頁岩および大岳角岩の

上に衝上したクリッペであることを明らかにして，張（1939）による層序の一部を訂正し

た。勘米良亀齢・太田正道（1957）は，申村石灰岩の下部に従来知られていなかったMiZl－

ereZZα帯およびP吻伽諺伽ZZα帯が発達することを確認し，それらの下位にある富家層は鬼

丸統に対比可能であるとした。沖村雄二（1958）は，阿哲台地域の石灰岩層下部において，

MillθreZla帯の下位にEndothyroid　Foraminiferaを多産する石灰岩の存在を発見し，それ
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が鬼丸統あるいはより旧期の下部石炭系に対比可能であることを予想した。今村（1959）は，

岡山県下の石灰岩層群を総括して，高山石灰岩下の輝緑凝灰岩層と中村石灰岩下の輝緑凝灰

岩層とは共に阿哲地域の名越層（沖村，1958）またはその一部に対比の可能性があることを論

じた。さらに今村は，阿哲台地域の上部二畳系湯川層群棋層下に著しい不整合を認めて先愼

不整合と命名し，それがきわめて重要な地史的意義をもつものと予想した。佐田公好（1960）

は，阿哲台地域の上部二畳系湯川層群の紡錘虫化石動物群を研究して，その中にNeoschωαge・

「加α（Zoπ”6ZZe‘帯゜Yabeinα　gl∂bosα帯およびLepidoZinα帯を識別し，　Ydeeinα　globosα　fauna

の模式的発達地は，赤坂よりもむしろ阿哲地域であるとした。野上裕生（1961）は，阿哲台

地域の二畳紀紡錘虫の詳細な研究を公表し，同地域の二畳系を阿哲石灰岩層群とその上位に

整合に重なる寺内層とに区分した。さらに彼は，寺内層中にy訪痂α謝rα伽㎝8‘5－y召6θ伽

sp．　A亜帯とy訪痂α醐r面ω〔msis亜帯とを報告した。今村・佐田の湯川層群寺内層と野上

の寺内層とは恐らく同一の地層単位を意味するものであろうが，その中に認められる化石動

物群については両者の間に著しい見解の相違がある。

　上にのべた石灰岩によって特徴づけられる古生層（小林の準秋吉相）に対して，石灰岩に

とぼしい古生層（小林の山口相）の研究はかなりおくれている。寺岡易司（1959）は，成羽

町南方において・準片岩類の上位に重なる非変成層からLonsdαleoides　cfr・加rlγ㎜’MINA－

To，　MilZereZZα　maTろrensis　THoMpsoN，　StaffelZα　sp．，　PZectogyrα　sp．を発見し，これらの化石を

産出する非変成古生層を黒萩層と命名し，その下位に重なる準片岩類の原岩の時代をLower－

most　PennsylvanianないしUpPermost　MississipPianと考えた。光野千春（1959）は，

岡山県下の三郡変成岩系を総括して厚い緑色片岩の累層によって特徴づけられる上部層群と

主として黒色片岩類によって特徴づけられる下部層群とに区分し，その原岩の時代は下部石

炭紀より新しくならないとした。

　次にcc大賀衝上”についての最近の研究をふりかえってみよう。楠見久（1952，1953，

1♀55）は，ミ観石層群”の堆積現象から，cc大賀衝上”の激動期は硯石層群堆積前であるが石

灰岩塊の移動は硯石層群堆積初期にも行なわれたとした。中野（1953）もほぽ同様の見解を

公にした。河合正虎（1957）は，彼自身の観察と楠見らの研究結果を考慮して，cc大賀衝動”

の激動期は硯石層群下部の堆積中であると結論した。なおく準秋吉相”の古生層と三畳系と

の関係について，中野（1952）は，日南付近で共和層（Carnian）が三原砂岩頁岩層を不整

合に被う事実を報告した。

　以上が本論文の内容と密接な関係をもつ研究史の概要である。

皿層序・構造
　筆者の調査地域は大賀周辺地域を主とするものであるが，同地域の調査をすすめるうち

に，問題解決の必要上かなり広範囲に調査地域が拡大された。そこで論述を進める便宣上こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　おうひ　　　　　　やまの　　　　　　け　ね　　　　　　よつみね
れらの地域を次の6地域にわけたい。（1）大賀地域・（2）山野地域・（3）羽根地域・（4）四峯地域・
　ふきや　　　　　　になぎ
（5）吹屋地域・（6）花木地域。これらの地理的分布は第1図に示される。

　　　　　　　　　　　　　馴

　　　　　　　　　　　　　　　A　大　賀　地　域

　　　　　　　　　　　　かわかみ　　　　　　　　　じとう　　　　こうやま　　　　しつヤ　　ナしい　ぎよらわ
この地域は，岡山県川上郡川上町大賀・同町地頭・同町高山・同県後月郡芳井町共和・同
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・

FIG．1．　Map　showing　the　investigated　areas

　みはら
町三原を含む地域である。

1．地質の概要
　この地域は，第2図に示されるように，秩父系の示すNW－SE方向の帯状配列がNE－

SW方向のヒ沃賀衝上線’によって切られるその交点に位置する地域であって，地質構造上

きわめて重要な意義をもっている。この地域に発達する秩父系は岩相上の観点から3つのグ

ループに大別される。すなわち，（1）多量の石灰岩によって特徴づけられるグループ，（2）石灰

岩をほとんど含まず，主として砕屑岩によって特徴づけられるグループ，（3）多量の璽輝緑凝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうやま　　　　　　　　う
灰岩”によって特徴づけられるグループである。（1）のグループの下部を高山層群，上部を宇
じ　　　　　　　　　　　　　　　　ましい　　　　　　　　　　　　　　　　　　やまの

治層，（2）のグループを芳井層群，（3）のグループを山野層群，と命名したい。これらの3層群

は，第2図および第1図版に示されるように，帯状配列を示し，それぞれNW方向に追跡

可能である。高山層群と宇治層とは，ほぼ平行な分布を示し，ともにWNW－ESE方向を

軸とするゆるやかな向斜構造を形成しているが，両者の関係は整合である。高山層群と芳井

層群とは，ほぼ平行な帯状分布を示し，両者の関係は張（1939）等によって整合と考えられて

きたが，筆者はこの関係を断層と考える。これについては後章で詳述したい。さらに，芳井

層群と山野層群との関係であるが，この両者の間にはつねに成羽層群および石英斑岩類が分

布し，両層群間の直接の関係は不明である。しかし，山野地域で確められた山野層群の地質

時代から，両層群は断層関係にあると判断される。また，成羽層群の帯状分布の北限にそっ

て，石灰岩からなる大小のクリッペが多数認められる。この事実は“C大賀衝上”に関連して

興味深い。

　以上に述べた秩父系に属する3層群の外に，当地域の中部のやや南よりの川上町正寺付近
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には・河合正虎（1957）の正寺層がかなり広く発達している。この正寺層の時代につ1、・）て，

筆者（1953・1954）は，二畳紀末のものと考えていたが，その後，寺岡（1959）は，成羽層群

の地頭層に対比可能なものと述べた。この正寺層の時代決定の問題は，当地域の地質構造を

解釈する上で，非常に重要な意義をもつものであるから，後章で詳述する。
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　成羽層群は，高出層群・宇治層および芳井層群によって代表される非変成秩父系によって

その北縁を限られ，山野層群によって代表される変成秩父系によってその南縁を限られて，

ENE－WSW方向に帯状をなして幅広く発達している。そして当地域の南西端において尖

滅する。

　被覆岩類としては，当地域の北西部に広く発達する硯石層群，さらにそれを被覆する流紋

岩類がある。これらは，急傾斜の構造を示す秩父系および成羽層群に対して，非常にゆるや

かな構造を示している。
　　　　　　　　　　　　　やたか
　当地域のほぼ中央部にある彌高山付近には，今村（1953）の備北層群が分布し，その上を
C“山砂利層”が被覆している。この｛ぐ山砂利層”の分布に密接に伴って玄武岩の噴出があ

り，その一部は礫として汕砂利層”中に認められる。

2．秩　　父　　系

　すでに述べたように当地域の秩父系は，全体としてNW－SE方向の一般走向を示し，岩

相を異にする3層群と1累層とに区分される。すなわち，高山層群・宇治層・芳井層群およ

び山野層群である。これらのうちで，高山層群および宇治層と山野層群とは，それらの大部

分について同時異相の関係にある。芳井層群は，張（1939）らによって高山層群の下位に整

合に重なるものと考えられてきたが，筆者の野外調査によれば，その関係は断層である。化

石が発見されていない現在，芳井層群の時代を断定することはできない。’

2a．高山層群（層厚550m．±）　　　　　　，

　これは張麗旭（東大卒論，1939）の高山石灰岩層の一部をのぞいたものに相当するもの

である。張は，彼の高山石灰岩層の層序を次のように記載している。すなわち下位から：

　a）　Crinoidal，　often　oolitic，　gray　limestone　in　association　with　reddish　purple　or

　　rarely　greeRish　colgured　schalstein　which　is　prevailing　especial！y　at　the　ba§al

　　portion，　occurring　often　in　alternation　with　limestone，　causing　them　to　appear　in

　　baRded　structure．　At　Hoya　the　reddish　pgrple　schalsteiA　yields　abKRdaRt　criko・

　　idal　stems　and　fragmental　shells……ca　300m．

b）White　or　grayish　limest◎nes　in　ass◎ciati◎籍wit繍竃ht　col◎ured，　mi1ky　white◎r

　　yellowish　hornstone，　sometimes　these　rocks　occur　in　thin　banded　structure．　At

　　some　places　the　hornstone　is　formed　abundant，　particularly　in　the　upper　part．

　c）Hornstone　and　cherty　clayslate　intercalated　with　limestone　lenses　which　are

　　impure　and　considerably　heterogeneous．　At　Nishidani，　cherty　slate　is　well　ob・

　　served　．＿．＿．ca　lO◎憩．

　筆者は，張の高山石灰岩層のa部層とb部層およびc部層のHornstoneに相当する地層

に対して高山層群と命名する。張のC部層は筆者の宇治層に含められる。

　高山層群の下限は断層で切られているために不明であるが，本層群は岩相上から，上部・

中部・下部の3層に区分される（第3図参照）。

　下層部（層厚200m．±）は，主として輝緑凝灰岩よりなり，少量の塩基性溶岩・凝灰質砂
ほ・や

岩・石灰岩を交じえている。高出と神野の中間点付近では，この下部層中の石灰岩レンズか

ら，かなり多量のPLectOgyrα　sp．が発見された。沖村の見解によれば，このPZectogγrα　SP・
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は・阿哲石灰岩の光遠層群名越層（沖村，1958）産のそれに類似するものである。従って，

高山層群下部層は，阿哲の光遠層群名越層の一部に対比の可能性がある。

　中部層（層厚250m・±）は，主として塊状石灰岩よりなり，少量のチャートと輝緑凝灰岩

を挾み・一部に礫質石灰岩を挾んでいる。本層からは紡錘虫化石を産出するが，その産出は

かなり貧弱であるために，本層中に化石帯を設定することは困難である。高山およびその北
　たんじり
方谷退付近において，本層の最下部，すなわち下部層の輝緑凝灰岩層の直上の石灰岩から，

CLisaxophyLLumαuα（pl．　IV　fig．1）がかなり多く発見された。また，　c“大賀デッケン”を構

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あたとやま成する輝緑凝灰岩層直上の石灰岩層からもCLisαxoρhyLLum　aωαが発見された。穴門山神社の

北方を東西に流れる漢谷ぞいに露出する石灰岩から，ProfZLsuZbzelZα　sp．およびPZε伽gγrα

sp．が発見された。さらに高山から神野に至る間において，中部層の石灰岩の下部から，

FusuZinellα　sp．がかなり多く発見された。以上の産出化石から，高山層群中部層下部は，阿

哲石灰岩の光遠層群小谷層（沖村，1958）に対比されるが，その一部は光遠層群名越層に対

比の可能性がある。

　本層の中部には一一部に輝緑凝灰岩の薄層と礫質石灰岩の薄層を挾み，その礫質石灰岩中に

Triticites　sp．・Pseuaoschωαgerinα　sp．およびPseudofusuZinα　sp．を産出する．これらは，恐

らくPse認osc加αger♂ηα帯のものと考えられる。従ってこの事実は，本層中に“Uralian”の

欠如を意味するものであろう。

　さらに本層上部からは，多くの地点においてPseuaofusuZinααnLbigua・PseuaofzasuZinα

んπ幽を多産する。しかしParafusuZinαに同定されるものは発見されなかった。これらの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かにかわ
化石から，中部層（石灰岩層）の上部は阿哲地域の蟹川層（今村，1959）をのぞいた佐伏層
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群に対比される。

　上部層（層厚100m．±）は，主としてチャートからなり，その上部にはまれに礫質石灰岩

の小レンズを挾む。これらの中で，本層の上限から30m．下の層準にある礫質石灰岩レンズ

から，ParαJfusulinα　sp．・4∠9ZzαηcZZαsp．およびNc’oschπα8eri7zα　sp．を発見した（笥4図の

CH－1の地点）。これらの紡錘虫は，すべてその外形を破損しており礫質であるが，導人化石

と認められるものは発見されなかった。従って，高山層群上部層上部は，羽根地域の中村石

灰岩層上部のParαf“szaZlnce－．ZVeoschzvαgervinα帯に対比される。

　2b．　宇治層（層厚1400m．±）

　宇治層という地層名は，張（1939）によって提案されたものであるが，筆者はここに，張

の宇治層と高山石灰岩層のc部層とを一一括して宇治層と呼ぶことを提案する。張は高山石灰

岩層中にLゆ‘ZoZピ1zα況μ伽（獅α如帯を報告したが，筆者の宇治層の定義に従えば，この化石帯

璽。
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は宇治層中のものである。

　宇治層は，岩相上の特徴から大きく上・下に2分される。

下部層（700m．±）は，主として黒色頁岩および石灰岩礫岩

からなるが，岩相変化にとみ，少鼠のチャートおよび珪質頁

岩を挾み，きわめて稀に，輝緑凝灰岩の薄層を挾在する。な

お，下部層の上部では，黒色頁岩にかわってシルト岩が優勢

となり，稀に砂岩の薄層を挾む。これに反して，上部層（層

厚700m．±）は，ほとんど全体が砂岩およびシルト岩からな

り，石灰岩礫岩を欠いている。

　石灰岩礫岩中には，多数の紡錘虫化石が発見される。石灰

岩礫岩は，多くの層準に大小のレンズとして発達しているが，

その発達状態は，第4図および第5図に表現されているよう

に，規則的である。すなわち，宇治層基底には，かなり顕著

な石灰岩礫岩がみられ（これをHor．　Aとする），さらにそ

の上の4層準に顕著な石灰岩礫岩が発達する（下から順にそ

れぞれHor．　B，　Hor．　C，　Hor．　D，　Hor．　Eとする）。　Hor．　Aの

石灰岩礫岩の直上からHor．　Bの石灰岩礫岩の上限までを

Unit　A，　Hor．　Bの石灰岩礫岩の直上からHor．　Cの石灰岩

礫岩の上限までをUnit　B，同様に，　Hor．　Dの石灰岩礫岩の

上限までをUnit　C，　Hor．　Eの石灰岩礫岩の上限までをUnit

Dとする。ここ迄が宇治層の下部層である。

　上述のように宇治層を区分することにより，その堆積様式

をよく理解することができる。すなわち，宇治層の下部層

は，石灰岩礫岩の発達を基準にすれば，その中に4つの堆積

輪廻が識別される。これが，それぞれUnit　A，　Unit　B，　Unit

C，Unit　Dに相当するわけである。これら4つの堆積輪廻は，

それぞれの巾に，さらに小さい小堆積輪廻をもっている。

Unit　AのUA－1～UA－2のル・一トでは，次に記載されるよ

うな3つの単位からなる小堆積輪廻の繰り返しが観察され
る。

（D　数m．～10m．＋の厚さの黒、色頁岩（しばしば珪質）。

（2）数10cm．～2m．±の長径をもつ石灰岩礫岩レンズを挾む厚さ数

　m・の黒色頁岩（石灰岩礫岩レンズは，下方で小さくL方で大き

　くなる）．

（3）厚さ数m．一数10m．の石灰岩礫措。

　このように考えると一見Hor．　Aの石灰岩礫岩の説明が困

難なようであるが，実は容易となる。すでに述べたように，

高山層群上部のチャート層の上部には，礫質石灰岩の小レン
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ズを挾んでいる。それゆえ，この礫質石灰岩の堆積をもって石灰岩礫岩の堆積輪廻のはじま

りと考えれば，Hor．　Aの石灰岩礫岩は，この最初の輪廻の上段を代表するものとなる。高

山層群と宇治層との境界は，チャート相から黒色頁岩相への岩相変化と顕著な石灰岩礫岩の

出現とを基準にして設定するのが便利であるので，石灰岩礫岩の堆積輪廻にもとつく層序区

分とは一致しない。

　この石灰岩礫岩の輪廻のもつ意義は慎重に考えられなければならない。これは単なる海退
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

相を表現するものではないであろう。これについては後章であらためて考察したい。

　Unit　Bは，石灰岩礫岩の発達に乏しく，ほとんど全体が黒色頁岩からなる。　UB・1付近の

黒色頁岩は初生の黄鉄鉱の微小結晶を含んでいる。さらにUB・1における石灰岩礫岩の基底

には輝緑凝灰岩の薄層が認められる。Unit　Cで特徴的な岩相としては，厚さ50cm．～1m．の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きようにん
石英質砂岩の単層と，方解石で充填された杏仁状構造をもつ玄武岩の薄いシートとが，それ

ぞれ2枚づっHD・1のやや北で認められる。前者には，厚さ1mm．程度の平行な葉理が著し

く発達している。Unit　Dは，主として黒色頁岩およびシルト岩よりなるが，　UD・2の地点

の北方で2層準に石灰質砂岩を挾在する。この砂岩を顕微鏡下で観察すると・’最大8・5mm・．

の石灰岩片・最大1．7mm．の変質玄武岩片・最大2mm．の珪長岩質岩片・最大0．8mm．の

石英・最大0．5mm．の斜長石を含み，基質中には0．06mm．±の石英を多量に含んでいる。

　宇治層産の化石とその産状。宇治層からはかなり多量の紡錘虫化石を産出する。しかしそれ

らは石灰岩礫岩中に産するたあに，種の決定に有効な薄片を作製することは非常に困難であ

る。そのために筆者は500枚の普通薄片と，礫岩組織を観察するための大型薄片（ほぼ4×

4cm）30枚とを製作して観察を試みた。

以下，各産地毎に，産出化石名とその産状を表記してみよう。次の表で種名のみを記したものは個体

の周囲を破壊されているもので，厳密に言えばその1個体が1個の礫と認められるもの。種名の後の

（）内に数字を入れてあるものは，その種のみがその数だけ1個の礫中に認められるものである。

（第4図参照）

HA－1　Yα6eina　sp．，　Nとos戯ωαger加αsp．，　Pαrafusuliuα　sp．

　HA－2　Yabeinα　sp．，　Neoscんωagerinα　spp．，　Pαrafusalinα　sp。

HA－3　Neoshtuαtge伽αsp．，∠4／gh侃ellα　sp．，　Pseudodoliolinα　sp．，　Schwagerinα　sp．

　HA－4　1Veoschwagerinα　craticuliferα，　JV．　sp．，∠Af9ゐaneZlα　sp．（5），　Pseudodoliotinα　sp．，　Schωagerinα？sp．

HA－5　Yα6eεπαsp．，　Neos♂hwαgeアinα　crαticuliferα，　Cαncellinα？sp．，　Schwagerinα？sp．

HA－6　∠4ノ’ghαnellα　sp．，　Pαrafissulinα　sp．，　Plectogγrα？sp．

　UA－1　1Ylabθinα　shirαiωensis，　IVeoschωUgerinαcf．　crαticuliferα，　N、　sp．（8），　Samαtrinα　？sp．（5），7er－

　　　　beekinα　sp．，　Schwagcrinids

UA－2　アαbeina　c　

f．　shirαiωensis，　NeoschwUgerinα　sp．，　Sumαtrinα　annαe，　Pseudodoliolinα　sp．，　Pαr蜘s％騨

　　　　　linαspりTriticitθs　sp．，　Fistuliporα　？sp．，　Clisα‘vophOrllum　？sp．

　UA－3　Sumαtrinα　cf．　longissima，　Neoschωagerina　cf．　douqillei，　Afghαnellα　？sp．（5），　Schwagerinids

　UA－4　Ylabeina　aff．　shirαiwensis（11）IVeoschωagerinα　minoθnsis（9）（pl．皿，丘g．15；pl．　W，丘g．3），」肌

　　　　　c£Mαrgαritαe（15），ハX・c£crαticuliferα，　SChωagerinα　？sp．，　Afghaπella　sp・（30）（P1・皿，　fig。14；

　　　　　PL　IV，　fig．4）．

UA－5　Yαbeinα　sp・，　Neoschwαgerinα　sp．，　Sumαtrinα　sp．，　Pseudodoliolinα　sp．，　Cαncellinα　？sp・，　Pseudo一

fusulinα　sp・，　Triticites　sp．，　Schubertella　sp．，　Boultoniα　sp．，　Bryozoan　colony，　Crinoid　stcm・

　　　　基質として泥質物をもつ。礫の最大は10mm．×7mm．の亜円礫。緬状石灰岩の礫が多い。
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UA－6　Neoschwagerinα　sp・，∠1fghanellα　sp・，　Pseudodoliolinα　sp．，　Pαr〔zfusulinα　sp．

　　HB－1　】labeina　cf．　ptαsubaensis（3）（PL皿，　fig・10），　Y・　cf・shirαiωensis（pl．皿，丘9。11），．ZVeoschωugerina

minoensis（22），　Cancettinα？sp・，　Verbeehinαsp．，　Pseudofusulina　sp．，　Triticites　sp．，．Fusulinellα

　　　　　　sp．，　Millerellαsp．，　Bryozoan　colony

　　　　　1～2cm．の緬状石灰岩の礫が豊富。

　　HB－2　Yabeinα　cf・　Orasubaensis（5），　Y．　shirae’wensis（13）（pl．皿，丘9．12；pl．　IV，　fig．2），　Y．　sp．（advanced

　　　　　fbrm）（pl・皿，　fig・8），　Y・　cf・　haγαsαkut’（3）（pl・皿，　fig・9），　IVeoschwagerinαcf．　cratictilifera（pl。

　　　　　　皿1，丘9・16），．Pαrafusulinα　sp・（8）とAfgl｝aneUα　sp．（6）よりなる礫，　Pseudofusulinα　sp．（68），

　　　　　Clisαex　ophyllum　？　sp．，　Fistuliporα　c　f．　kotoi．

HB－3　Neoscんwagerinα　c　

f．　simplex，　Pαrafusulinα　cf．，kaerimizensis（58），．Pseudodoliolinα　sp．

　　HB－4“Yabeinα　sp．（2），　Neoschwagerina　sp．，　Rαuserellα　sp．，　Schwagerinids

　　HB－5　Ydbeinα　sp・（advanced　f（）rm）（pl．　IV，　fig．6），　NeosChωagerinα　sp．，　Verbeθkinα　sp．，　Pseudodo－

　　　　　liolinα　cf．　ozαwαt’（100±），　Schwagerinids　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

UB－l　Yαbeinα　sp・，　Neos♂hwugerinα　c　

f．　mαrgαrε虚αe，　Cαncellinα？sp．，∠1／ghαnellα　sp．，　PseudoschωUgerinα

　　　　　　sp．，　Pseudofusulinαsp．

　　HC－1　5枚の薄片でPseudof“sulinα　sp．のみ162個体を観察した。これは大礫の一部であるに相違な

゜　　　　　　い。’

HC－2　Neoschwagerinα　c　

f．　simpleac，　AfghaneUα　sp．，　PαrOfifsuLtnα　sp．，　pseuaodoliolinα　sp．，　Codonof葛si．

　　　　　ella　sp．

HG－3　Yabeinα　sp・，　Neoschωagerinα　cf．　craticulifera，　Parafusulinα　c　

f．　kαerimizensis（密集礫），　Pseudo一

　　　　　d・li・lina　sp．

UC－l　Neoschwagerinα　sp．，　Sumαtrinα　sp．，　Af91Lαnellα　sp．，　Pseudodoliolinα　sp．

　　　　　基質として泥質物を多量に含む。礫の最大は径4cmの亜円礫。大きな礫には緬状石灰岩礫が

　　　　　多い。

UC－2　Yαbeinα　sp．，　Schwagerinα　sp．，　Pseudofusulinα　sp．

　　　　　礫の最大は径4cm．大礫はほとんど魚而状石灰岩。

　　UC－3　Yabeinα　sp・，　Coral（gen．　et　sp．　indet）．

　　HD－l　Crinoid　stemこれは礫岩ではなく泥質石灰岩である。、緬状構造が発達する。

　HD－2　HD－1に同じ，稀にEndothyroid　Foraminiferaを含み，　Bryozoan　colonyは普通である。

　　HD－3　HD－1と同じ。

　HD・－4　Pseopdoschwagerimα帯の要素のみを産するが，その産状はtw　cpa・の直径をもつパッチ状であ，

　　　　　るので，恐らく礫であろう。

　　UD－l　Neoschwagerinα　sp・，　N．　c　f．　crαticalifera，・4fghαnθllα　sp．，　Triticites　sp．，　Crinoid　stem

　UD－2・　Bryozoan　colony，　Crinoid　stem，　Basalt，　Felsiteの細礫を含む。

　　UD－3　HD・－1に同じ。

　UD－4稀にNeoschωugerina　sp・を含む泥質石灰岩礫岩。

　　UD－5　Neoschwagerina　sp．，　N．　cf．　douZillei，　Sesmαtrinα　sp．，　SCI｝ωagerinα　sp．

　　UD－6　Yabeinαsp．，　Neoschwugerinαcf．40uvillei，　N．　sp．，　Sωmαtrinα6£longissimα，　Schwagerinids，

FusuZinella　sp．　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　．

HE－l　Yαbeinα　cf．］αsubαensis，　Neoschwαgerina　cf．　douvillei，　N．　sp，　Sumatrinα　cf．　longissima，　Schwa一

　　　　　　gerinids．

　上の表からわかるように，宇治層の石灰岩礫岩中のfaunaは，いろいろ異なる時代を代

表する紡錘虫の雑然とした集団である。従って，．これらのfaunaを一見して，その時代を
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速断することは不可能である。しかしながら，これらのfaunaを層準毎に，また岩層単位

毎にまとめてみると，それぞれの層準または岩層単位に特有な種を発見することができる。

宇治層の基底すなわちHor．　Aの石灰岩礫岩のfaunaは，　Yabeinα　sp．とParafusulinα一

2～セ03c伽α9θrεηα帯（森川，1960）の要素とからなる。従ってこの層準はYabeinα　sp・によっ

て特徴づけられる。Unit　Aは，｝「dbeinα　sntrctiwensisとハセ08c肋α9θrεηα属中系統上進んだ

種によって特徴づけられる。また，層準Bは，Yabeinα属中系統上進んだ種によって特徴づ

けられる。

　Hor．　Aを特徴づけるYabeina　sp．は保存不良であるが，　Y：　cascndensisに近縁である。次

に，Hor．　Bに発見された〕Yabeinα　sp．（advanced　form）は，　excentric　sectionでの観察に

よるものであるが，明らかにYabeinα属中系統上進んだもので，　Yabeinα　gubZeriに近縁で

ある。またYabeinα　Cf．　haOrasαkαtとしたものは，　tranSVerSe　SeC’tiOnでの観察によるもの

であるが・張（1939）の報告したLepidoZinα　nzultiseptataと同種ではなかろうかと考えられ

るふしがある。

　ここで，佐田公好（1960）の報告した阿哲台の紡錘虫動物群を参照したい。佐田は，阿哲

台の上部二畳系湯川層群を愼層と寺内層とに区分し，槙層中にNeoschecαgerina　douvillei帯

を・寺内層中にYabeinα　gLobOSα帯とLθpidoL’inα帯とを設定し・Yab（inα　gZobosαと他の

Yttbeinαとの時代的な関係を明らかにした。この業蹟は高く評価されねばならない。しかし

ながら，佐田の論文を熟読すると，そのfaunaの構成に関していささかの疑問が提起され

る。佐田は，愼層（H1）の石灰岩礫岩中に，石炭系・二畳系下部起源の石灰岩礫が観察され

ると述べているが（P．413），H1に産出する紡錘虫類のリストには，それらが記載されてい

ない（P・416）。また・yabeinα　globosα帯を代表するH2の礫質石灰岩中に・愼層起源と思

われる石灰岩礫が観察される，と述べているが（P．413），その実体が明らかにされていな

い。また佐田は，「……ここにおいてY．　gLobosαより上位の層準との関係を知ることができ

ないばかりかfaunal　assemblage°においても模式的とは認めがたい赤坂より，上位層準と

の関係も明らかであり，かつfaurial　assemblageにおいてもより豊富である寺内層をy．

globosα帯の模式としてあげたい。」と述べている（P．418）。この中で，上位層準との関係が

明らかにされたことは否定出来ない事実である。ただ，faunal　assemblageにおいて豊富

であるという点は，無条件に肯定できない。それらの中には，下位層準から導入された要素

が多く含まれるのではなかろうか。

　筆者は，佐田のリストから判断して，彼のH1層準，　H2層準，　H3・H4層準を客観的に特

徴づける種は，次のようなものであると考える。

　H1この中に報告されたメンバーの中で，どの種が本来のメンバーであるか不明であるが，　Yαbeinα

katつi，　Szamαt「ina　longissimα，　NeosclbWCtgerinα　megα3phericα，　N・　douvilleiなどの存在は，化石層序

　　　上重要であろう。

　H2　Yα5einα　gl・ろ・sa，　K画9α護3γ読αωεπs‘5，｝㌃露面澱・酪，　Y．・c・lumbiαnα

　　H3・Hi　Yαbθinα　）eαsMbαensis，　Lepidolinα　imamurai，　L・　sp・A

　湯川層群の紡錘虫動物群は，本来の構成を示すものではなく，その申には下位層準からの

導入化石が多く含まれるであろうが，上のように整理してみると，佐田が結論したように，

H1，　H2，およびH3・H4の各層準が，時代的関係にあることは疑いない。

’
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　ここで，阿哲台地域の湯川層群と，大賀地域の宇治層との対比を試みよう。すでにくわし

く述べたように，この両者は多量の導入化石を含むので，これらの対比は，それぞれの特徴

種をもって行われなければならない。

　　　　湯　川　層　群

H1層　準
　Yabeina　katoi，　Sumatrina

　lO㎎gissimα，　NeOS（hωagerina

megαsphericα，　N．　douviltei

H2層準
YabeinαgZO60Sα，

Y．画guis　yukawensis，

　Y．　shirαiwenεis，　Y．　columbianα

H3・H4層準
Yαbeina　or（usubαensis，

Lepεd・linα　imanur（ti，

　L．sp．　A　’

　　　大賀地域の宇治層

Hor．　A

　Yαbeinαsp．（aff．　Y．　cascedensis）

Un量tA
】rαbeinαshirαizvensis

Hor．　B

Yabeinαcf．　rαsubαensis，

Y幽・cf・hαyαsαkCti（aff．．乙epi｛lolinα

　m醐5εμ伽）

　Y．sp．（aff．　Y．　gubleri）

　このように考えると，湯川層群のH1層準と宇治層のHor．　Aとは，系統上原始的な

y訪θ♂ηαの存在する点で，ほぼ対比可能である。また，湯川層群のH2層準と宇治層のUnit

Aとは，Yabeinα　shirαiwensisの出現という点で，対比可能である。さらに湯川層群のH3・

H4層準と宇治層のHor・Bとは・】Vabe’inα　yαsubα（msisおよび系統上より進んだ型のYdbeinα

とLepidoZinαによって特徴づけられ，互に対比可能である。

　以上で宇治層が，阿哲地域の湯川層群に対比されることが明らかになったが，それらの堆

積環境，石灰岩礫岩の成因，などについては後章で詳論する。

2c．宇治層上にのるクリッペ

　第1図版に示されるように，宇治層上には，クリッペと考えられる8つの岩体が認められ

る。これらの分布は，宇治層と成羽層群との境界近くにC沃賀衝上線”）かたよってい

る。次に各岩体についての記載を試みてみよう。

　K．1の岩体　この岩体は，最下部に輝緑凝灰岩の薄層を伴い，その上に石灰岩とチャート

の互層が重っている。その一部は，石灰岩とチャートとの薄互層からなり，その部分の石灰岩

から，かなり豊富に1膨伽ε翫sp．を産出する。この化石から，この岩体が光遠層群に，し

たがって高山層群の中・下部に対比されることは疑いない。

　K．2　この岩体は，塊状石灰岩からなり，その基底に輝緑凝灰岩の薄層を伴っている。こ

の岩体は再結晶が著しく，化石がほとんど発見されないが，まれにMeniscophorZZum　？　sp．が

発見ざれる。この化石によって本岩体の時代を決定することはできないが，本岩体の分布が

宇治層の構造に対して著しく斜行するので，クリッペと考えられる。

　K．3　この岩体は，塊状石灰岩からなり化石が発見されないけれども，その分布からみ

て，K．2の岩体の延長と考えられる。

　K．4　この岩体は，璽衝上線”にそって細長く分布し，宇治層の構造とは全く不調和な分
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布を示す。本岩体から数個の珊瑚化石が発見されたが，再結晶が著しいために同定不能であ

る。一応クリッペと考えられる。

　K．5本岩体は，塊状石灰岩からなり一部に輝緑凝灰岩の薄層を伴っている。再結晶が著

しく化石が発見されないので，その正確な時代は不明であるが，その分布に周囲の岩層と不

調和な点が認められるので，クリッペと考えておきたい。

　K．6本岩体は，主として塊状石灰岩からなり，その下部に輝緑凝灰岩の薄層を挾んでい

る。本岩体からは，ほとんど化石が発見きれないが，わずかに野呂の道路わきで，Afghanel－

1α　sP．，　PseudodoLioLina　sp．，　Cancellina　？　sp．，　Schwαgerinα　sp．，　Bryozoan　colony，　Crinid　stem

が発見された。これらは宇治層基底の石灰岩礫岩に普通な種類である。筆者は，本岩体の分

布からうて一応クリッペと考えた。

　2d．芳　井　層　群
　　　　しつき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よしい
　岡山県後月郡芳井町大字三原を中心に発達する非石灰質古生層を模式層として芳井層群と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みはら　　　　　　　　おうたけ
命名する。本層群は，岩相上から上下に2分され，上部を三原層，下部を大岳層と命名す

る。大岳層と三原層との関係は整合である。なお，本層群は，見掛上高山層群の下位に位置

するが，それとは衝上性の断層で接するものと考えられる。なお，張　麗旭（1939）の三原

砂岩粘板岩層および大岳角岩層は，それぞれ筆者の三原層および大岳層にほぼ一致するもの

である。

　中野光雄（1952）は，当地域の芳井層群は北傾斜の等斜向斜構造を形成するものと考え，

大岳層が層序的には上位で，三原層が下位であると考えた。当地域に関する限りでは，大岳

層の分布に重点をおけば（第1図版参照），中野の考えは無理なものではない。筆者もかっ

て，中野の考えを支持したことがある。しかしながら，筆者の調査地域が拡大するにつれ

て，現在の考え方に落付いたものである。これについては後章で詳述する。

　大岳層は，その下底を断層で切られているために，その下限は不明である。露出する限り

では，最下部に数10m．のチャート層があり，その上位に100m．前後の砂岩・頁岩互層があり，

最上位にチャートの厚層が発達する。このチャートは雑色のチャートであるが，まれに珪質

砂岩の薄層を挾在する。大岳層の正確な層厚は不明であるが，読図上から大約500～600m．

程度と推定される。

　三原層は，大岳層の上に整合に重なり，それから漸移的に移化する。三原層と大岳層の境

界は，純粋なチャートの上限におかれる。三原層は，岩相上から上部層と下部層とに2分さ

れる。

　下部層は，砂岩・頁岩の薄互層の単調な繰り返しである。筆者は，互層の厚さの割合を頁

岩／砂岩の比の形で綿密に測定してみたがその結果は次のようなものが多かった。0．5cm．／

1cm．，1cm／2cm．，2cm／3cm．，2cm／4cm．，　2cm．／5cm．，2cm／6cm．，2cm．／10cm．，

3cm．／15cm．。

　これらの値は不規則な分布を示すけれども，2cm．／10cm．の値は特に下部層の上限近くに

集申する傾向が強い。
　　　　　　やたか
　上部層は，彌高山の東方，高山以西の谷底を中心に模式的に発達する。これは成層不良の

砂岩からなり，ほとんど全く頁岩をともなわない。下部層の砂岩が暗灰色であるのに対し
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て・上部層の砂岩は淡灰色を示すものが多い。先に述べた下部層の頁岩／砂岩比2cm．／10cm．

の値が集中するのは，この上部層の直下である。すなわち，下部層の砂岩・頁岩互層の砂岩

が次第に厚くなり，相対的に頁岩が薄くなって，遂に上部層の砂岩の厚層へと移化したもの

と考えられる。

　芳井層群からは，時代決定に有効な化石が未だ発見されていない。さらに，本層群は他の

諸層群と断層をもって接しているために，本層群の確実な時代は不明である。しかしなが

ら，芳井層群三原層の上部層が二畳系ではなかろうかと考えられる資料がある。この問題

は，次に記述されるCC正寺層”の時代決定に関係をもつので，そこで詳述される。

　　　　　　　　　　　　しようでら
　2e．所属未確定のcc正寺層”

　岡山県川上郡川上町正寺付近に発達する地層について，河合正虎（1951）は，それを時代

未詳の地層として次のようにのべている。

　大賀村には従来成羽層群に含められていた時代未詳の地層があり，後述する共和村のCarnicのもの

に似ている。本層は逆断層で成羽層群に接し，秩父古生層によって衝上され，その厚さは280m．以上に

亘ると考へられる。岩石は主に砂岩と頁岩の互層で厚さ10m．内外の礫岩を挾有し，時に厚さ数cm．の

連続性のない炭層があり，化石の記録は20万分の1岡山図幅中，上大竹に印象不明の植物化石を産出す

るとあるのが本層に当るものと思われCarnicを含む可能性がある。

　筆者（1953，1954）は，河合（1951）の塒代未詳の地層”に対して正寺砂岩粘板岩層と

命名し，その時代を中部二畳紀とした。その根拠は，正寺の北方，神野の南東の地点で，高

山層群の下に地窓として露出する地層中の石灰岩礫岩レンズ中に二畳紀紡錘虫化石が発見さ

れ・その地層を正寺砂岩粘板岩層の一部であると考えたからである。その後，河合（1957）

は本層を正寺層と命名し，「筆者はかって本層を時代未詳の中生層としたが，むしろ古生層

と思われる」と述べたが，その根拠を明らかにしなかった。これに対して寺岡易司（1959）

は，本層が成羽層群の地頭層に属する可能性（岩相の類似）を強張した。その後筆者は本層

と周辺の古生層との再調査を行なった。その結果，確定的な資料をうるには至らなかった

が，現在では本層を一応成羽層群に対比するのが妥当であろうと考えている。

　本層は，その南限において，石炭薄層を多く挾在し恐らく成羽層群の中・下部層に属する

と考えられる地層上に，高角度の衝上をもって重なり，北限では高山層群による衝上をう

は，また芳井層群とは断層接触をしていると考えられる。本層の構造は詳らかでないが，
ヒ　や　　　いち
小谷ケ市～正寺間においては，大観して，NE－SWの走向で復摺曲構造を形成し，正寺～
こつらけ

川原間においては，NW－SEの走向で復摺曲構造を形成するもののようである。従って本層

の層序の詳細は不明であるが，筆者は一応次のような層序の試案をもって1）る。

下位より，

　①主として砂岩・頁岩互層からなり稀に炭質頁岩の薄層を挾在する部層（正寺～川原間に広く露出

　　する）。

　②　黒色砂質頁岩部層（層厚　数10m．）

　③主として砂岩・頁岩互層からなり稀に印象不明の植物化石を含む部層（層厚数10m・）

　④　礫岩レンズ（層厚　20m．）

　⑤　塊状粗粒砂岩部層（層厚　数10m．）

　⑥礫岩レンズ（層厚20m．±）
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　下位の礫岩レンズは，直径1～15cmの亜円礫を多く含み基質は砂質である。礫の粒度は・

下方で大きく上方で小さく，よく分級されている。礫の種類としては，石灰岩・チャート・

砂岩・頁岩・花岡岩質岩がある。石灰岩礫は下部10m．では歓除している。花岡質岩礫は下

方で多く見られる。上位の礫岩レンズは，非常に多駄の石灰岩礫とチャ・一トの礫からなって

いる。石灰岩の礫の大きさは拳大のものが普通である。筆者は，その中にん認∫ηc”αPsp．，

7禰c酪Psp．および珊瑚化石を発見した。

　以上を要するに，本層は，①炭質頁岩の挾在，琶数10m．に達する黒色砂質頁岩の存在・

③石灰岩円礫を多量に有する礫岩層の存在，の3点で，芳井層群の岩相とは著しく異なって

いる。また，本層は複摺曲構造を形成するものと考えられ，この点では成羽層群の構造に類

似である。このような観点から筆者は，本層を成羽層群のメンバーと考えたい。従来・成羽

層群の礫岩中には石灰岩礫が含まれないとするのが通説であったが，中野光雄（1952）は・

日南付近で芳井層群を不整合に被覆する共和層中に，輝緑凝灰岩・石灰岩の細礫を主とする

礫岩の存在を報告した。この事実と，正寺層中に多量の石灰岩礫が含まれる事実とは，ξ沃

賀衝上”の実体を解明する上で貢要である。

　次に，正寺の北方，神野の谷底で，高山層群の石灰岩および輝緑凝灰岩の下に，地窓とし

て露出する地層があるが，これは果していずれの地層に所属するものであろうか。本層は・

暗灰色ないし淡青色の珪質細粒砂岩よりなり，その中に50cm．±の礫質石灰岩レンズ2個が認

められる（第6図参照）。この礫質石灰岩レンズ中に，Yaろebzα　cf．　cαscαdensis（P1・m，　fig・13），

　　圏1　　醗2
FIG．6　Sketch　showing　the　relation　between　the　Koyama　group　and　the　Pcrmian

　　　clastic　formation　at　Hoya．

　　　l　Limestone　　2　Schalstein　　l，2　Koyama　group
　　　3　Sandstone　with　conglomeratic　limestone　probably　of　Yoshii　group

　　　4　Gravel　bed　　5　Fault

Neoschzcαgerinα　sp・，　CanceZZizzα　？SP．，　AfghaneLLα　？　sp．，　SchωαgeViRct　sp．が発見された（第4

図のF－1の地点）。すでに述べたように，筆者はかって本層を正寺層の一部と考え，正寺層の時

代を上部二畳紀としたが，本層は，正寺層から区別されねばならないことが明らかになった。

　本層の化石内容とその産状は，宇治層基底の石灰岩礫岩のそれに酷似している。またこの

礫質石灰岩を挾む岩石が珪質である点も宇治層の場合と類似している。このように考える

と，本層は当然，宇治層に対比されてよい筈のものである。しかし，本層は明らかに高山層

群中に地窓として露出している。従って本層を宇治層に対比することには，構造上の疑問が

伴なう。筆者は一つの試みとして，本層を芳井層群三原層の最上部に対比する試案をもつも
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のである。しかしながら，これは一つの希望的推測であって，今後の重要な課題である。

　2f．山　野　層　群

　当地域南部に発達する準片岩類は，光野千春（1959）のcc後．月飽区の三郡変成岩類”の一

部である。筆者は，これらの準片岩類を，後で詳述する山野層群（新称）に対比したい。

本層群は・WNW・ESE方向の走向でNNEに傾斜する構造を示す。大部分が緑色準片岩

および黒色準片岩からなり，きわめて稀に片状石灰岩の小レンズを挾在する。当地域の本層

群からは化石は未発見である。従って本層群の時代は直接的には判明しない。

3．　中　　生　　界

　3a．成　羽　層　群

　筆者は，成羽層群の精査を行なっていないので，その詳細を述べることができない。従っ

てここでは，特記すべき事実だけを簡単に記述する。

　便宜上，秩父系の章で記述された正寺層は，成羽層群に含められる。正寺層の，成羽層群

中での層序的位置は未だ疑問である。この正寺層中に多量の石灰岩礫が含まれる事実は重要

であ’る・申野（1952）．は・日南付近で，共和層が非変成秩父系（芳井層群）を不整合に被覆

する事実を報告した。筆者は未だその地域の精査を実施していないけれども，これは当地域
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かちぐりの地史解明上重要な事実である。なお，当地域東部の川上町掲栗において，宇治層に近接す

る成羽層群の礫岩中に，黒色準片岩の礫（径1～2cm．）が多量に発見された。この事実は，

成羽層群堆積時における，非変成秩父系と変成秩父系との分布を推定する上で重要である。

　3b．　硯　石　層　群

　当地域の北西部一帯に広く発達する硯石層群は，岩相層序上，下位より次のように区分さ

れる。全体の層厚は160m．十である。

上部層．赤色凝灰岩部層

申部層．黒色頁岩部層（多量のEsthθritesを含む）

下部層．礫岩部層（石灰岩礫を多量に含み赤色凝灰岩で充填されている）

　中野（1952）は，当地域の南西部で，で泊南石灰岩”に衝上された硯石層の存在を報告し

た。これはCC大賀変動”に関する重要な資料である。

B　山　野　地　域

この地域は，広島県深安郡加茂町大字山野の一部である。

1．地質の概要
　この地域の地質は第2図版に示される。筆者は，広島県の図幅調査の一部として，楠見久

に同行し，当地域の調査を行なう機会を得た。

　当地域は広く流紋岩によって被われているが，峡谷ぞいの低地には山野層群が露出してい

る。この山野層群は，NNW－SSE方向の走向を示しENEに傾斜する単斜構造を形成して

いる。この中には4層準に紡錘虫化石を産し，当地域の山野層群が最下部二畳紀から上部二
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畳紀にわたるものであることが明らかになった。この事実は，三郡変成岩源岩の時代論上き

わめて重要である。
　　　　　　　　　　　　　　　しまぐし
　山野層群は，当地域の北東部，島串において，成羽層群に被われている。この成羽層群

は，標式地の成羽層群の下部を代表するものと考えられる。これらを被覆するものとして，

硯石層群および流紋岩類がある。

2．　山　野　層　群

　　　　　えんめい　　　　　りゆうつのたき
　当地域の猿鳴峡および竜頭爆のかかる漢谷ぞいに露出する千枚岩質秩父系は，4層準に紡

錘虫化石を産出し，その時代ガ撮下部二畳紀から上部二畳紀にわたることが明らかになっ
　　　　　　　　　　　　　　　　やまの
た。筆者は，これらの地層に対して山野層群と命名したい。

　山野層群については従来研究されたことがない。わずかに，赤木健（1930）は，府中図

幅説明書において，「上部古生層は本図幅内にて最古の地層にして粘板岩は其下底部を占め屡

千枚岩質粘板岩に移化し輝緑凝灰岩と互層し………」と述べている。小林貞一（1959）は，

「吉備高原から舞鶴帯までの間に分布する所謂山陽筋の三郡変成岩類には，かって千枚岩類

や秩父古生層とされていた地層が多分に含まれていて，山口相の古生層との区別が明瞭でな

い。………これを要するに三郡変成岩類は下段を主とする先秋吉層群中・下段の変成相であ

る。」と述べている。

　山野層群は，広島県深安郡加茂町大字山野付近に分布する千枚岩質秩父系である。これは
　　　　　　　　　　　　　　　とんぎはうし
竜頭曝のかかる漢谷ぞい，および屯行峠を申心とする猿鳴峡ぞいに露出する。この付近の山

頂の平坦面はすべて流紋岩で被われているために，山野層群の正確な地質図を作成すること

は困難である。山野層群を切る小断層は少なくないが，その構造を支配する程の大きな断層

が存在しないたあに，平行する2本の正確なルートマップの作成によって，その全容をほぼ

正しく把握することができる。

　筆者は，竜頭曝のかかる漢谷ぞいと猿鳴峡ぞいの2本の路線を択んで正確なルー．トマップ

を作成した。その結果は第2図版に示されている。

　当地域の山野層群は，全体としてNNW－SSE方向の走向でENEに傾斜する単斜構造を

示す。筆者は，本層群を岩相層序上の観点から5つのUnitに区分し，それらを上位より

Unit　A，　Unit　B，　Unit　C，　Unit　D，　Unit　Eとした。それらの層序と産出化石は次の通りであ

る（第7図参照）。

　Unit　Eは，下位より，千枚岩質砂岩粘板岩互層（75m．＋），緑色凝灰質岩（65m．一），白色

珪質岩（60m．＋），ブランク（250m．±），灰色塊状石灰岩（10m．＋），黒色砂質頁岩（30m．

±）よりなる。この中，灰色塊状石灰岩申（Loc．4）に保存不良の紡錘虫化石を産出し，筆者

はそれを7r痂cガ‘8s　sp・（aff・　T・　mona’Pαrus）（P1・皿，　figs・5，6，7）と同定した。さらにその上位

の黒色砂質頁岩中（Loc．3）にきわめてまれに紡錘虫を産出し，　Psθudofusulinαsp・ある

いはParafusulinα　sp．と同定される。以上の産出化石から，　Unit　Eの上部は・大賀地域の高

山層群中部の石灰岩層申・上部すなわち下部二畳系の坂本沢統および鍋山統にほぼ対比可能

である。Loc．4とLoc．3との層序間隔が薄すぎるようであるが，これは恐らく断層の存在

を意味するものであろう。

　Unit　Dは，ほとんど全く輝緑凝灰岩および礫質石灰岩よりなり，その厚さは300m．圭に



中国地方中部大賀台地の古生層の層序と構造 19

u
t
　
o
o
o
J

O09

」

FIG．7

｛許励纏艦競∫

　　Black　phyllite（fine　grain）

Schalstein

Clayslate　and　black　phyllite

Schalstein

JVeoschwαgerinα伽ひ乞乙tei

Pseudofusulina　s　

p．

Triticites

　s　

p．

Sandy　shale

Blank

Siliceous　rock

Green　tuffaceous　rock

Alt．　of　phyllitic　sandstone

and　black　phyllite

Generalized　columnar　section　of　the　Yamano　group．

達する。その下底近くに40m・±の厚い礫質石灰岩を挾み・それ（Loc・2）からNeosc｝moαge－

rbzαcf．　douviZLei（P1．1【1，　fig．4）が発見された。その産出はきわめてまれである。これより

上位の輝緑凝灰岩中には，礫質石灰岩の小レンズがきわめて頻繁に挾在する。上述の化石か

ら，Unit　Dは大賀地域の宇治層基底部に対比可能である。

　Unit　Cは，主として黒色粘板岩および黒色千枚岩よりなり凝灰質岩および珪質岩も含ま

れる，きわめてまれに厚さ1m．±の玄武岩のシートを挾在する。また石灰岩小レンズも認め

られる。Unit　Cから化石は未発見であるが，　Unit　D上に整合に重なるものである。　Unit

Cの層厚は，最大250m．±である。

　Unit　Bは，主として輝緑凝灰岩よりなり，まれに珪質岩および石灰岩レンズを伴なう。

層厚は130m．±に達する。　Unit　Bからは化石を未だ発見していない，しかしながら，　Unit

Cとの関係は整合である。

　Unit　Aは，黒色千枚岩よりなり，上部に厚さ30m．±の石灰岩レンズを挾在している。

上限は成羽層群に被覆されて不明であるが，全体の層厚は130m．±に達する。上部の石灰岩

（Loc．1）から紡錘虫を産出し，その中にy乙6θゴ7zαco伽翫α1zα（P1．　r［1，　fig．1），　L謝rα伽αz諮

（pl．皿，　figs．2，3）を同定した。これはYdbeina以外の紡錘虫を含まず，　Y．　abez：7zαのみからなっ
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ている。こ・の化石からUnit　Aは大賀地域の宇治層のUnit　AあるいはHor・Bに対比され

る。　　　　　　　　　・

　以上を要するに，山野層群は多量の輝緑凝灰岩によって特徴づけられ，産出する紡錘虫に

よって，その時代が最下部二畳紀から上部二畳紀にわたることが確認された。竜頭爆の漢流

ぞいに露出する千枚岩質岩類は，見掛上Triticites層準より250m．前後も下位にあたるので・

その間に断層によるずれがなければ，石炭系に属する可倉旨性が大である。

　光野千春（1959）によれば，岡山県下の三郡変成岩系の上部層群は，緑色片岩ないし緑色

準片岩の優勢によって特徴づけられるよしである。この定義からすれば・山野層群が光野の

三郡変成岩系上部層群の一部に対比されることは疑いない。　　　　　　　　　　　　　　　°

　3a．　成　羽　層　群

　当地域の成羽層群は，その帯状分布の西端を示すものとして重要である。すなわち，成羽

・ 大賀を通ってENEからWSWにのびて来たc“大賀衝上線’が消滅する当地域において・

成羽層群の帯状分布も消滅するわけである。

　この成羽層群は，当地域島串付近に発達し，山野層群と平行な走向（NNW－SSE）を示す

が傾斜は山野層群の傾斜（ENE　50°±）よりもかなり低くENE　25°±である。本層群は・

礫岩・砂岩・頁岩および石炭の薄互層からなり，その頁岩中に不完全な植物化石を産出す

る。これは岩層上，模式地の成羽層群の下部層を代表するものであろう。層厚は数10m・を

越えない。

　3h．　硯　石　層　群

　当地域の硯石層群は，石灰岩礫をまじえる礫岩と赤色凝灰岩により構成されている。化石

は未発見であるけれども，その岩相は硯石層群特有のものである。本層群は成羽層群の上に

不整合に重なり，全体としてほぼ水平に発達している。　　　　　　　　　　　　　　　・

C　羽　根　地　域

1．地質の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てイグりゆう
　岡山県川上郡成羽町羽根付近で，成羽川の支流はξ沃竜峡”と呼ばれる深い峡谷を作って

いる。この付近には，cc中村石灰岩”の上部の石灰岩と，さらにその上位に重なる宇治層が

広く露出している。この宇治層と中村石灰岩上部の石灰岩とは，その上を被覆する硯石層群

のインライヤーとして露出している。従って，その西方に広く露出する中村石灰岩下部の石

灰岩との直接の関係は観察できない。しかし後で詳述するように，当地域の西方に発達する

中村石灰岩下部と，当地域の中村石灰岩上部とは，断層で切り離されていると考えられる。

すなわち，前者はNW－SE方向の走向をもち，　NE方向に傾斜する単斜構造を示すが・後者

はNE方向の走向でNWに傾斜する逆転構造を形成するもののようである。この構造に対

して，これらを被覆する硯石層群は全体としてほぼ水平に近い分布を示している。

　当地域の石灰岩は，Parafusulinα帯の下部からy訪痂α醐rα‘ωεη誘帯1こ至るまでの各化

石帯の紡錘虫を豊富に産出し・二畳系中部の紡錘虫化石帯の一つのタイプになりうるものと

考えられる。
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2．　秩 父 系

大賀台北部，岡山県川上郡成羽町北西部（旧中村），備中町（旧富家村）に広く発達する

石灰岩は，中村石灰岩と呼ばれ，さらにその下位に重なる砂岩・頁岩・角岩よりなる非石灰

質岩層は富家層と呼ばれてきた。

勘米良亀齢・太田正道（1957）は，中村石灰岩下部にMiZZereZZα帯・Profus“ZlneZZα帯・

Fusuli7z　elZα帯の3化石帯を発見し，さらに富家層はその下位に整合に重なるものと考えた。

　筆者の観察によれば，中村石灰岩最下部の輝緑凝灰岩と富家層の上部との関係が最もよく
　　　　　　　　　　　　　　　　くろと’り　　　　　　　お㌻じ

観察されるのは，備中町黒鳥から成羽町長地（旧中村）に登る道路ぞいであるが，ここでは

両層の間に珊岩脈の貫入が認められる。この事実は，中村石灰岩と富家層との層序関係を考

察する上できわめて重要な問題と考える。あるいは，筆者の調査不足による速断かも知れな

いが，両層は断層接触の可能性が大である。

以上が大賀台北部地域の秩父古生層の概観であるが，この中で筆者は，成羽町北部羽根付

近に分布する中村石灰岩上部の精査を行なった。そして当地域に従来知られていなかった宇

治層の存在を発見した。その結果を次に詳述する。

2a．　中村石灰岩上部層

当地域に発達する中村石灰岩上部層は，硯石層群の被覆により中村石灰岩下部から分離し

た分布を示している。なお，天竜峡の谷底には宇治層の黒色頁岩が露出している．筆者は峡谷

ぞいの道路にそって正確な間縄測量と化石採集を行なった。化石採集地点は第8図に番号を
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付した●印で表わされている。この申には化石をほとんど含まないものや，変質のため化石

種を同定し得ないものもあるので，ここには有効なもののみを記述する。

　Ioc．1白色塊状石灰岩で，まれに保存不良のPseadofusulinα？　sp．を産する。

　Locs．2，3．灰白色ないし淡黄色の塊状石灰岩でbryozoaらしいものを産するが紡錘虫は認められ

　ない。

　LOC・4　白色塊状石灰岩でPαrafusulinα　cf．　kaerimizensisを多産する。

　Loc．5白色塊状石灰岩でAfglUtnella　spp・を多産する。

　Loc．6白色塊状石灰岩でNeosChwagerinα　cf．　simplexのみをかなり豊富に産出する。

Loc・7白色塊状石灰岩でNeoschwαzgerinα　c　 f．　craticuliferaとPαrafasulinα　c　

f．　kaerimizensisを産する。

Loc．8白色塊状石灰岩でNeoschwUgerinα　cf．　craticttliferαとPαrafusulinα　cf．　kaerimizensisとをほぽ

等量に産する。Afghanellaは認められないようである。

Loc．9　白色塊状石灰岩でNeosCl｝wugerinα　cf．　craticuliferαとPαrafusu！ina　cf．　kaerimizensisとを産す

る。稀にN．　sp．を産する。　　　　　　　　　　　　　　．

　Loc．　10白色塊状石灰岩でNeoschwagerinα　sp・を産する．

　LOC．11灰白色塊状石灰岩でN．　cf．　craticuliferaとP．　c　f．　kaerimizensisとをほぼ等量に産する．

Afglnmellαは認められないようである。

　Loc．12灰白色の塊状石灰岩であるが化石未発見。

　Loc．13白色塊状石灰岩よりなる。上位にParafusalinα　kαerimizensisばかり密集する部分があり，

下位にAfgゐaneLla　spp・の密集する部分がある。保存はきわめて良好である。

　Lloc．13とLoc・14の間灰白色塊状石灰岩でまれにPsθudodoliolinα　sp・が発見される。

　Locs．14，15，16．これらの地点の石灰岩は，淡褐色不純石灰岩で，きわめてまれにNeoschwagθrinα

sp．を産する。

　Loc・17灰白色塊状石灰岩でNeoscltwagerinα　c　f．　craticuliferαをかなり産する。その他の紡錘虫は認

められなかった。

　Locs．18，19，20．灰白色塊状石灰岩で，まれにNeoschwagerina　sp．を産する。

　Locs・21・22，23・この間は淡褐色砂質石灰岩である。　Loc．22においては，　Neoschwagθrinα　sp．（ad－

vanced　form）をかなり産する。　Loc・23の石灰岩には，直径1㌍2mm．の黒色頁岩の破片が散点的に含

まれる。

　Locs・24，26～30・この間の石灰岩は，著しく破砕され，かつ再結晶が著しいので正確な化石種の同

定は困難であるが，Neっsclvvagerinα　sp．（advanced　form）を多産する。これらは礫質石灰岩ではなく，

塊状石灰岩の破砕されたものであろう。

　Loc．25　白色塊状石灰岩でNeoschωagerinα　mαrgαrit（zeを多産し，少数のPseudofusulina？　sp．を伴

う。

　Loc・44　Cancellinα　？　sp・をまれに産する灰白色塊状石灰岩である。

　Locs・30，31，32・黒色頁岩申の礫質石灰岩レンズあるいはノヂュール中に，かなり多量のyabeina

shiiaiwensis，少量のNeoschwagerinα　cf．　cratiCuliferα，　Verbeekinα　sp．，　PseuaOfusulinaまたはSchwαgerinα

（Upper　Permian　type）を産する。

　Locs・33，34，35，36，37，38・塊状石灰岩よりなり，いずれも結晶質で化石の保存はよく・tSいが，Neoschwα一

gerima　sp・やPαrafusulinα　sp・を産する。

　Loc・39・白色塊状石灰岩で，きわめてまれにNeoschwagθrinα　mαrgαritaeを産する。他の紡錘虫は認

められなかった。

　Loc・40暗灰色塊状石灰岩よりなり，　Neoschωagerina　megαsphericα，　N．　doavilleiを多産する。少量
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の一P5α4晦βz乙伽αあるいはSch・cαgeri，nα（Upper　Pcrmian　typc）を産する。保存は非常に良好である。

Locs．41，42，43．灰白色塊状石灰岩よりなり，　Loc．40と同じ化石内容をもっている。

　以上を要するに，当地域に発達する中村石灰岩上部には，下位よりPsezadOJeusuZinα　sp．帯・

Pαr晦sz伽盆αer‘m乞ζe7zs乞s－Alcgh（mzeZZcz　sPP・－Ne・s伽αgerina　simpZex－N・cf・craticuZiferα帯・

N．mαrgαritαe－N．1negαsphertcα一N．　ciouvlZLei帯が認められる。この上位（見掛上の下位）に

黒色頁岩で代表される宇治層が重なっている。

　2b．　宇　　治　　層

　この地域の宇治層は，層厚数10m．に達し，黒色ないし帯青黒色の頁岩よりなる。この頁

岩は成層不良で凝灰質な印象を与える部分も存在する。特に注目すべき性質として，その基

底部に直径5cm～50cm．の石灰質ノヂュールが多数挾在している。この石灰質ノヂュールに

は，緑色のものと赤色のものとがある。緑色のものは非常に堅硬で細粒緻密であるが，赤色

のものは内部が礫質でその中にYabeinα　shirαiztienslsその他の紡錘虫を産する（前記Locs．

30，31，32）。

　2e．　地　質　構　造

　石灰岩は一般に層理を示さないが数ケ所において層理らしきものが観察され，走向N40°E

傾斜NW30°位の値を示す。また類似の化石内容をもつ地点を結ぶ方向もNE－SW方向を示

す。また，石灰岩と宇治層の黒色頁岩との境界を遠望すると，NW傾斜30°位の境界面が明

瞭に観察される。これらの事実から，当地域の中村石灰岩上部と宇治層は，全体として走向

NE・傾斜NW30°±の単斜構造を形成していることは疑いない。この構造に対して，化石

帯の配列は逆順になっている。すなわち，見掛上の下位に上位の化石帯が認められ，見掛上

の上位に下位の化石帯が認められる。これらの事実は，当地域の中村石灰岩上部および宇治

層がともに逆転構造を形成していることを意味するものであろう。

　すでに述べたように，宇治層の基底（石灰岩に接する部分で，見掛上では宇治層の上限）

にはYttheinα　shirαi’wen　sisその他を含む石灰質ノヂュールが多数挾在する。石灰質相から頁

岩相へ移行する部分に石灰質ノヂュールが発達することは，堆積輪廻の通則である。従っ

て，この事実は，当地域の中村石灰岩上部と宇治層がともに逆転構造を形成するとの考え方

を支持するものである。この構造を一層明確に立証するためには，さらに化石帯の垂直的な

FIG．9　Sketch　showing　the　inversion　of　the　Paleozoic　formations　at　Hane．
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配列を確めることが必要であろうが，これは今後の課題である。

　　かって，矢部長克・馬淵精一（1934）は，当地域に関してcc羽根衝上断層”を報告した。

。これについて両氏は次のように述べている。

　「成羽町より宇治村丸山に至る間には，硯石統石灰岩礫岩が広く発達し，且処々に古生代石灰岩が露

出して，硯石統以後の断層が観察される事は既に故小沢儀明博士，竹山学士が述べられている。申村羽

根付近に於ては見事な露出が谷壁に見られる。硯石統礫岩は略20°内外の北西傾斜をもって石灰岩上に

あり，且つ石灰岩は又緩傾斜をもって硯石統礫岩上に乗る関係は繰返し近距離に於て二つ観察される。

これは硯石統以後に起った大略北西方向よりの衝上断層である。羽山附近に於て硯石統礫岩中に現われ

る成羽層も此の衝上断層によるものである。……此処に注意すべさ事は，前記硯石統礫岩と，三畳紀層

間の不整合線に沿い屡々巨大な古生代石灰岩の露出がある事であって，難波江西方，枝の谷でニケ所，

山本にニケ所在るが，是等は石灰岩礫と見倣すには余りに巨大であり，他の石灰岩礫は円く且つ小型で

ある。故小沢博士は是等を礫と解釈せられた事もあったが，若し礫に非ずと見るならば成羽層以後硯石

統堆積前の衝上運動を考えなければならぬであろう。……」

　筆者は，矢部・馬淵の言ったq羽根衝上断層”を率直に認めるわけにいかない。両氏は硯

石統礫岩の上に明瞭に石灰岩が衝上していると言っているが，筆者はこの関係を明瞭に観察

することはできなかった。おそらく両氏は，筆者の宇治層を硯石統と見誤ったのではなかろ

うか。筆者は，羽山，山本付近についても調査しているが，これについては別の機会にのべ

たい。

3．硯　石　層　群

　この地域の硯石層群は1主として礫岩と赤色凝灰岩からなっているが，礫岩の層相変化は

きわめて著しい。羽根前付近で，石灰岩を基盤とする礫岩は，ほとんど異質物を交じえず石

灰岩の円礫と石灰質の基質からなり，厚層の石灰岩礫岩を形成している。それに対して，羽

根付近の石灰岩および宇治層を基盤とする礫岩は，相当量の赤色凝灰岩を基質として含んで

いる。さらに，当地域の南方枝付近の礫岩は，成羽層群を基盤とするにも関らず，多量の石

灰岩礫を含んでいる。これらの礫岩中の礫種の変化は興味ある問題であるが，ここでは多く

を述べない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　よつ　みね
　　　　　　　　　　　　　　　　D　四　峯　地　域

　　　　　　　　　　　　　　　あてつ　ほくぼう　　　　うかん
　ここにいう四峯地域は，岡山県阿哲郡北房町と有漢町の境界にそびえる四峯を南限とする

小地域である。

1．地質の概婁

　当地域は，ENE－WSW方向に並走する2本の断層によって3帯にわけられる。すなわち，

北部には，阿哲石灰岩層群を基盤とする硯石層群が広く分布しているが，これはゆるやかな

摺曲を繰り返しながら，全体としてほぼ水平に発達している。並走する2本の断層に挾まれ

た中央部には，阿哲石灰岩層群が広く露出し，断層に平行なENE－WSW方向の軸をもつ向

斜構造を形成している。その軸部にそって寺内層の黒色頁岩が分布する。南部にはく四峯

層”が広く発達している。
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2．　秩　　父　　系
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しもあさい
　この地域の秩父系について小林貞一（1950）は，「下曹部南東の山地には四ツ峰層と称して珪

岩・礫岩・砂岩・頁岩からなる地層があり，北側では豊永層，南側ごは成羽統と断層をもって境し，東

西両側では硯石統に被われている。佐藤源郎学士は本層を成羽統中に編入しているがやや趣を異にし，

寺内層に比べると若そうに見える時代未詳の地層である．」と述べている。さらに小林（1951）は，

それらを寺内層としている。

　2a．阿哲石灰岩層群および寺内層

　当地域の阿哲石灰岩層群（旧称豊永石灰岩）は，その両側を断層で切られ，ENE－WSW

方向に，帯状に発達する。そしてその南限に沿って最下部に輝緑凝灰岩層を伴なっている。

その上位の数個所にFu，suZineZZa　sp．が発見され，さらにそれらの上位の数個所にPseit（Zoscli　－

7・t・αgel’z；72（1帯の要素が認められ・さらに石灰岩層の最上位にYaろebzα　shlrαi・werz・sisのfauna

が発見された。これらの化石の分布から，当地域の石灰岩層はENE－WSW方向の軸をもつ

向斜構造を形成するものと考えられる。この摺曲の軸部にそって黒色頁岩の細長い発達が認

められる．（第10図参照）。
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　この黒色頁岩の直下の石灰岩は，野外観察によれば，白色塊状石灰岩であるが，鏡下で観

察G一れば砂岩組織を示し，その中に保存良好なy　abeinα　shb’cu：u・e？si，sが散点的に観察され

る。このYabezllzαの個体は多少周辺部を破壊されており，その破片も認められる。これを要

するに，｝％ろθZ7zα縦rα加αzs6sを含む砂質石灰岩は，かなり強い水流下で再堆積されたもの
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であろう。このYabeinα石灰岩の下位からは未だNeoschwoαgerina帯の化石が発見されない

けれども，下位のPseudoschwαgerinα帯との間に塊状石灰岩の厚層が存在するので，この部

分にParafusulinα帯およびIVeoschwugerinα帯を期待することには，大レた矛盾を伴わない。

以上のことから，Yabeina　sht’rαiza’ensisを含む砂質石灰貴は，下位の塊状石灰岩相から上位の

黒色頁岩相への過渡的堆積相を代豪するものと考えられる。前述したように，この】肱6ε伽

sntrαriecensisを含む砂質石灰岩は，筆者の観察したかぎりでは他の種を含まず，いわばY．

shiraiwensisのSingle　species　faunaで代表されている。従って，当地域の阿哲石灰岩層群

と寺内層との関係は整合と考えられる。

　当地域の阿哲石灰岩層群下部のFusulineZZaを産出する層準の下位には，化石未発見の石

灰岩厚層が存在し，さらにその下位に輝緑凝灰岩層が発達する。この輝緑凝灰岩層とその上

位の化石未発見の石灰岩は，模式地域の光遠層群の小谷層下部および名越層の1部に対比可

能であろう。

　2b．四’峯層　群
　当地域南部に発達する四峯層群は申部に発達する阿哲石灰岩層群と，走向ENEで傾斜N70°

～80°の断層をもって接している。本層は岩相上の観点から上部・下部に区分される。下部

層は主としてチャートよりなり，上部層は主として砂岩・頁岩の互層よりなる。上部層の層

厚は大よそ600m．±であり，下部層の層厚はおそらく200m．＋に達するであろう。本層から

は化石は未発見であり・しかも阿哲石灰岩層群とは明瞭な断層関係にあるので，本層の時代

は不明である．．小林（1951）は本層を寺内層に対比しているけれども，その岩相といい，ま

たその構造的な位置といい，大賀地域の芳井層群に酷似している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ふき　　や
　　　　　　　　　　　　　　　．E　吹　屋　地　域

　吹屋地域は，岡山県川上郡成羽町吹屋を中心とする地域である。

1．地質の概要
　この地域の地質については，楠見　久・吉村典久・片山貞昭（1958）の報告があるが，他’

地域の秩父系との関連において，ここに簡単に記述する。

　筆者らは，当地域に発達する秩父系を，千枚岩類と非変成古生層とに区分し，さらに非変

成古生層について，「先三畳系は，下から上へ，チャート，チャート・粘板岩互層，砂岩・粘

板岩互層，石灰岩を挾在する輝緑凝灰岩，の順で背斜構造を示し，各層の関係は漸移であ

る。」と述べた。そして，天神山を構成している最下部のチャート層を大賀地域の芳井層群大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しようのぶ岳層に，砂岩・粘板岩の互層を芳井層群三原層に，正信付近の石灰岩を挾在する輝緑凝灰岩

層を高山層群に，それぞれ対比した。ここでこの一部を訂正したい。それは，正信付近の輝

緑凝灰岩層と，見掛上その下位にある芳井層群相当層との関係を整合としたが，これは確認

されたものではなく，両層の構造が平行であるので一応整合と考えたわけである。ここで，

坂本付近に発達する芳井層群相当層を坂本層群と仮称したい。

　小林貞一（1950）は，日本地方地質誌で，「坂本附近では角岩が峻瞼な山体をなし，見掛け

上宇治層の上部を占めているが，もし逆転しているものとすれば高山石灰岩の異相に当るわ

けである．」と述べ，その後（1951）総論においては，それらを宇治層としている。筆者は，

大賀地域および羽根地域の記述において石灰岩上に重なる黒色頁岩層を宇治層と命名してき
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た。この宇治層という地層名を最初に提案したのは小林貞一一・張麗旭である。両氏はこれ

について，　「中村・高山石灰岩上に重なる宇治層は，主として砂岩・粘板岩・角岩からなり，砂岩・粘

板岩は淡黄色角岩や赤色角岩に移化し，或いは砂岩・粘板岩中に黒色，或いは暗灰色の石灰岩小レンズ

を挾み，宇治・吹屋間に最もよく発達し，その見轡の厚さは約600m．で石灰岩申にYαbeinα　c　fr．　Aratoi，

Ne・sch’tvageri，n（t，　Pseud・d・Zi・lina・zα窒磁，　Mi，zzia　cfr．　velebitαnα　tgどを産する。…」と述べている。これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きさお　　やびう
によって明らかなように，両氏が宇治層の模式地としたのは，宇治・笹尾・矢広付近であ

る。しかしながら，矢広・笹尾・宇治付近に露出するチャートの層位は明らかでない。とい

うのは，宇治近傍に露出する黒色頁岩層はその中に石灰岩レンズを挾み，宇治層に属するこ

とは疑いないが，これと，笹尾・矢広付近のチャート厚層を挾む砂岩頁岩互層との直接の関

係は未だ明らかでない（第11図参照）．笹尾南方でチャート厚層と宇治層の黒色頁岩層とが近
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　　　　　　　　FIG．　l　l　Geologic　map　of　the　vicinity　of　Uj　i

　　　　　　A　Yabiro　　B　Sasao　　C　Uj　i　　D　Hiroiwa
l　Quartz　porphyry　　2　Porphyrite　　3　Gravel　bed　　4　1nkstone　group

5　Nariwa　group　　6　Black　shale＆Sandstonc　　7　Limestone　　8　Chert

6，7，8Paleozoic　formations　　g　Fusulinid　locality　　10　Fault

接し，見掛上黒色頁岩層が上位をしめる。この両者の関係を整合とするのも一一応うなずける

が，他地域との関係上非常に重大な問題であるので，ここでは一応疑問としておきたい。か

りにこの関係を整合とすれば，当地域の非石灰質秩父系は高山層群の異相にあたることにな

る。なお張麗旭は，宇治層の石灰岩レンズから前述の化石を報告したが，筆者はNeoschavα一

ger’z：1zα　（IOZLvillez：を多数発見した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　花　木　地　域

岡由県高梁市花木付近の小地域である。この地域の地質については，吉村典久・片山貞昭

・ 楠見　久（1959）によってすでに報告された．この地域では・八を3αgc盈π8crご7zα‘Zoz厩ZZcピに
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よって特徴づけられる寺内層とその下位の阿哲石灰岩層群の石灰岩とが，ともに逆転構造を

形成することが推定され，これらは成羽層群の上に北から南IC向って衝上している。この構

造を被覆して硯石層群が発達している。　　　　　　　　　　　　　　　　°

IV　総 括

A．非変成秩父系と変成秩父系

　CC大賀台”の秩父系につきまとう大きな問題の一つは，非変成秩父系と変成秩父系との関

係である。岡山県川上郡成羽町から広島県深安郡加茂町にかけて成羽層群の帯状分布がみら

れ，その南域にそって，小林のいうCC山口相”の秩父系が広く露出している。　．

　寺岡（1959）は，成羽町南域において，このcc山口相”の秩父系の一部を非変成層と準片
くス1ぎ

岩層とに2分し，準片岩類の上に整合に重なる非変成層を黒萩層と命各した。そしてこの黒

萩層からMitlθretlα　marbZensis，　Staffellα　sp・，　imsdαLeoides　cfr・tOriorαmiを発見した。光野

（1959）は，岡山県下のc“山口相”の秩父系を広く調査研究して，それらを非変成相と変成

相に2分し，後者を三郡変成岩系として総括した。そしてその時代は恐らく下部石炭系より

も新しくならないとした。小林（1959）は，この地域のcc三郡変成岩類”は，“e山口相”の

変成相であり，その原岩の時代は二畳紀中部までおよぶことを予想した。

　筆者は，山野地域に発達する秩父系を調査して，それが大賀地域の高山層群および芳井層

群と全く異る岩相を示しながら，時代的には同時代の堆積物であることを明らかにして，そ

れを山野層群と命名したe’この山野層群はかなりの変成作用をうけて千枚岩化しており，変

成度はやや低度であるけれども，光野のCC三郡変成岩系上部層群”の岩相と全く類似する岩

相を示す。しかもその構造は，・　’　CC’rt賀衝上線”によってわずかな変位をうけてはいるが，

CC
三郡変成岩系上部層群”の構造に連続する分布を示している。このような観点から，山野

層群は，変成度に関して，CC山口相”の秩父系とC“三郡変成岩系上部層群”との中間的な存

在である，と考えられる。以上を要するに，成羽町南方から加茂町山野にかけて発達する秩

父系は，石炭系上部から二畳系上部にわたる堆積物を含むものであり，従ってCC三郡変成岩

系上部層群”は，これらの変成層を含むものである。

　眼を転じて，山野層群と高山層群および芳井層群との関係を考察してみよう。筆者は，山

野層群と高山層群とが，ほぼ同時異相の関係にあることを実証した。この両相の関係はもと

もと近接した地域で堆積されたものであろうが，この両相の関係は，C“大賀衝上線”に関し

て考察されるよりも，山野～帝釈閲でとらえられるべきものである。第2図に示されるよう

に，秩父系は全体としてNW－SE方向を軸とする長大な摺曲構造を形成している。すなわ
　　　　　　　　　　と，t詫つ　　　　　　　　　　　ゆき　射ん　う　よ　い　　　　　　　いせk
ち，北側から，帝釈一豊松一高山石灰岩帯，油木一仙養一芳井砕屑岩帯，井関一山野変成岩

帯の順に見事な帯状配列を形成している。この構造からいろいろな推論が可能であろう。

　大まかに考えると，帝釈一豊松一高山石灰岩帯はF．J．PETTIJOHNの“Orthoquartzite－

Carbonate　Association”を，また井関一山野変成岩帯は“Graywacke　Suite”を代表する

ものと考えられる。このように考えれば，両者の関係は合理的に説明できよう。山野層群の

うけた変成作用と，秩父系全体の摺曲構造を形成した摺曲運動とは，密接な関連性をもつも

のと考察される。この場合，油木一仙養一芳井砕屑岩体の位置が問題となるが，．これについ



中国地方中部大賀台地の古生層の層序と構造 29

ては後章で述べたい。

B．　“c大賀衝上”について

　すでに述べたように，高山層群および宇治層は，衝上性の断層をもって芳井層群上にのっ

ている。また，CC大賀衝上線”に近接して，多数の石灰岩のクリッペが認められる。さら

に，羽根および花木においては，石灰岩の逆転構造が推定された。これらの中で最初の構造

は，前述した帝釈一高山方向の摺曲運動の際に，両相間の可摺曲度の相異によって形成され

たものであろう。後の構造は，“e大賀衝上”によって形成されたものと考えられる。すなわ

ち，前者は，帝釈一高山方向に平行な構造であり，後者は，CC大賀衝上線”に平行な構造で

ある。

　従来くC大賀衝上線’と呼ばれているものの実体は，かなりあいまいである。明瞭な低角衝

上の観察されるのは，石灰岩のクリッペの下底のみであって，芳井層群および宇治層と成羽

層群との境界をなす断層は高角度である。すでに，河合（1957）が述べたように，全体的に

判断すれば，緩急種々の逆断層によって，古生層が成羽層群上にのっていることは確実であ

る。また，中野（1952）は，芳井層群を不整合に被覆する共和層の存在を報告した。筆者

は，成羽層群の一部と考えられる正寺層中に多量の石灰岩礫が含まれることを述べた，従っ

て，成羽層群の堆積時には高山層群および芳井層群がほぼ現在の位置にあったことは疑いな

い。この時期の高山層群および芳井層群・c準秋吉相”）と山野層群（汕口相”）との関

係は，古生代末の造山運動によって形成された山地の地塊化によって，断層関係にあったで

あろう。しかも，この断層を挾んで，北側が隆起性の山地を形成し，南側のく油口相”地域

が沈降性であった。従って，主として北側の山地が侵蝕されてその砕屑物が南側のCC山口

相”の秩父系の上に堆積された，これについては，すでに寺岡（1959）が述べている。

　以上を要するに，CC大賀衝上線”は成羽層群堆積後に突然に形成されたものではなく，そ

の前身ともいうべきものは，すでに成羽層群堆積時に存在し，それによって成羽層群の堆積

が規制されたということができる。このように考えると，すでに小林（1959）が述べたよう

に，く沃賀衝上”は古生代末あるいは申生代初期に形成された構造をいくぷん変形したもの

にすぎない。この変形として認められるのが，羽根および花木の逆転構造，大賀デッケンを

はじめとする多数の石灰岩のクリッベである。羽山の峡谷ぞいに約4kmにわたって観察され

る石灰岩塊の移動（小林その他1937）は，羽根の逆転構造と無関係ではあるまい。これらの

石灰岩塊の移動がどのような機構で行われたかは，今後に残された課題である。

　河合（1957）は，「大賀衝動は段階的に発展し，その激動期は硯石層群の下部の堆積によっ

て示され，古白璽紀初期ないし中期頃で……これが本地域における大賀衝上の主要生成期

で，大成衝上・花闘斑岩のミローナイト化・成羽層群の地質構造の主要部分の形成・正寺層

や共和層の衝上ならびに硯石層群の一部に古生層が衝上したことなどは，この時期と思われ

る。」と述べた。果してそうであろうか。すでに述べたように，羽根および花木の石灰岩の逆

転構造は，その上を硯石層群によって不整合に被われている。この事実は硯石層群の堆積前

にCC大賀衝上”に関連のあるかなりの運動があったことを示している。筆者は，この逆転構

造を形成した運動の方がむしろCC大賀衝上”の主体であろうと考える。
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C．芳井層群およびその相当層の時代

　筆者の調査した，大賀地域・四峰地域・吹屋地域，および勘米良・太田（1957）の報告し

た川上郡備中町（旧富家村）地域を通覧すると，これらの地域の非変成秩父系はすべて共通

の構造様式を示している。すなわち，見掛上の下位に非石灰質相，上位に石灰質相が発達し

ている。この両相の関係は，従来多くの研究者（小林，張，勘米良・太田）によって整合と

考えられ，両相は層序的上・下関係にあるとされてきた。しかしながら筆者は，これらの全

域を一応踏査した結果，両相の関係が層序的上・下関係にあるとは考えない。

　すでに述べたように，筆者は，大賀地域において見掛上の上位に位する石灰質相を高山層

群および宇治層と命名し，下位にある非石灰質相を芳井層群と命名した。そしてこの両層群

が断層関係にあることを述べた。前記諸地域に発達する石灰質相，および非石灰質相が，そ

れぞれ大賀地域の高山層群および芳井層群に対比されることは疑問の余地がない。この芳井

層群は上・下に2分され，上部は砂岩・頁岩により特徴づけられ，下部はチヤートで特徴づ

けられる。その厚さは全地域を通じて，それぞれ600m±に達する。しかも全地域を通じ

て，両相の関係は断層または未確認である。中野（1952）は，芳井層群の時代が前高山であ

るとする考えには疑問があるとした。その後，中沢圭二（1959）は，「有名な大賀のクリッペ

もその根は近くの高山の石灰岩に求められ，高山の岩体がクリッペと考えるべき証拠はな

い。……低角衝上やクリッペの存在を否定するものではないが，決してそれ程大規模なもの

ではないと考える。」と述べた。中沢の論じたように，筆者も，高山層群が大規模な低角衝上

によるクリッペであると考えるものではないが，さればと言って高山層群と芳井層群とが整

合関係にあるわけではなく，両者の間に衝上性の断層が存在することは否定できない。これ

についてはすでに述べた。

　大賀地城においては，芳井層群三原層の一部と考えられる地層中にYbb（inα　cf．　cαrsαodensis

その他の紡錘虫を産出する。この産出化石から，筆者は三原層を一応二畳系と考えた。従っ

て，前記諸地域に発達する芳井層群相当層も一応二畳系と考えたい。しかしこの考えも間接

的な資料による推論であり，決定的なものではない。要するに，芳井層群の時代については

多くの疑問があり，今後さらに充分な検討が望まれるものである。

D．高山層群およびその相当層

　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　あ
　筆者の調査した大賀・四峰・吹屋・日南地域の各石灰岩，それに勘米良・太田による中村

石灰岩は，すべてその下底に輝緑凝灰岩層を伴う点で共通している。

　大賀地域の高山層群においては，最下部輝緑凝灰岩層の直上の石灰岩中にCliSCZtx　ophorztum

awαをかなり多産し，そのやや上位と考えられる石灰岩申にProfusuLineLLαおよびFusuline－

llaを産出する。また輝緑凝灰岩中の石灰岩レンズからPLe（nOgyrα　sp．を産する。中村石灰岩

では，輝縁凝灰岩層直上の石灰岩中にMillerelZα帯が発達する。日南の石灰岩にはNag（mo－

pdyZlum　sαtoiが知られその下位に輝緑凝灰岩層が発達する。四峰地域の石灰岩ではFusuli－

nellα帯の下位にかなりの厚さの石灰岩があり，その下位に輝緑凝灰岩層が発達する．吹屋地

域の正信の石灰岩からは化石は未発見であるが厚層の輝緑凝灰岩が発達する。これらの輝緑

凝灰岩層は，今村外治（1959）がすでに述べたように，ほぼ同一層準を代表するものと考え

られ，下部石炭系光遠層群の名越層に少くとも一部対比の可能性が大である。
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E．宇治層の時代と堆積様式

　大賀地域で高山層群上に重なる宇治層，吹屋地域宇治付近で芳井層群相当層と近接して露

出する宇治層，羽根地域で逆転構造を形成すると考えられる中村石灰岩の見掛上の下位に露

出する宇治層，四峯地域で阿哲石灰岩層群の上位に重なる寺内層，花木地域で逆転構造を形

成すると考えられる阿哲石灰岩層群の見掛上の下位に露出する寺内層は，黒色頁岩の優勢，

顕著な石灰岩礫岩の存在，輝緑凝灰岩およびチャートの薄層の挾在によって特徴づけられ，

下位の石灰岩層に対して著しい層相の対立を示す。

　これらは，いわゆる黒色頁岩相と呼ばれるべきもので，無気的環境下で堆積したことは疑

いない。では，この石灰質相から黒色頁岩相への変化は，どのようにして行なわれたのであ

ろうか。大賀地域では，高山層群上部のチャート層の上限近く（上限から30m．下）に
“Parafusulinα一Aleoschwugerinα帯”の要素を含む礫質石灰岩レンズが少量認められ，さらに

チャート層の上に突然大量の石灰岩礫岩があらわれ，それとほぼ同時にチャート相から黒色

頁岩相への層相変化がかなり急激に行なわれる。羽根地域では，黒色頁岩層の基底部に礫質

石灰岩レンズおよび石灰質ノヂュールが認められ，その下位Neos（hwa’gerina帯の塊状石灰

岩中には，2mm．±の大きさの頁岩片が認められる。　また，四峯地域ではYCh（励α謝r磁

ωensisのみを含む砂質石灰岩を径て黒色頁岩への急激な層相変化がみらわる。それらの詳細

についてはすでに述べた。要するに，これらの層相変化をもたらした地動の初期徴動的な運

動は・今村外治（1959）のc洗愼不整合”の時期にほぼ一致し，羽根地域で認められる

NeoschSCCtgeriηα　megαsphericα一N．　douvillei帯の堆積とほぼ同時（地域によってやや異なる）

に，その運動は急激に活濃になったと判断される。この運動そのものは広く認められるもの

であるが，その影響のうけ方は地域的に異なっている。すなわち，この運動は広範隆起的な　’

ものではなくて，地向斜をより細分化した運動である。すなわち，この運動によって，高山

層群（相当層）の堆積地域は，多くの侵蝕地域と黒色頁岩相の堆積地域とに分化された。そ

してその侵蝕地域から（恐らくIsland　arcやSi11）多量の石灰岩礫の供給が行なわれたと考

えられる。これが宇治層に見られる石灰岩礫岩である。このことは，宇治層の石灰岩礫岩中

に多数の導入化石（MiLLereZLaやFusuZinellαをも含む）が存在することによって証明され

る。

　次に・宇治層のfaunal　assemblageについて若干の考察を試みよう。四峯地域の寺内層

下の砂質石灰岩申にYabεr’nα　shircdwensisのみからなるfaunaが認められることはすでに述べ

た・羽根地域の宇治層基底の礫質石灰岩レンズ申のfaunaは，少量のNeoschwαgeriπα　cf．

crαticulbferα，　Verbeekinα　sp．を伴うけれども，　Yi　b（ina　sht’raiw（msisの優勢によって特徴づけ

られる。さらに横山鶴雄（1959）によって報告された帝釈地域の前谷層の石灰岩礫岩は，ご

く少量の導入化石を含むが，圧倒的なIYabeinα　sh　rαaiwensisの優勢によって特徴づけられ，

保元層はLeρidolinα　sp．およびr謝rα伽㎝廊の圧倒的優勢で特徴づけられている。また，

山野層群最上部の石灰岩レンズはIY：　sht’rαt’werzsisおよびY．　columbianαを産し，類似の

翫6（珈αのみによって特徴づけられる。以上を要するに，これらはいつれもYab（加α露rl加一

ensisの多量によって特徴づけられ，その岩質は塊状石灰岩，砂質石灰岩あるいは礫質石灰

岩と呼ばれるべきもので，石灰岩礫岩と呼ばれるべきものではない。佐田（1960）の湯川層群

旗層のH2・H3・H4層準の石灰岩を，佐田は礫質石灰岩と言っている，彼の談話によれば，
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H2層準すなわちYdeeinα　gZobosα帯は｝ろ露rα伽εη8ε8の多量で特徴づけられるそうである。

大賀地域の宇治層の石灰岩礫岩は，前記諸地域のそれらとは明らかに異なる性質を示し，ま

さに石灰岩礫岩と呼ばれるべきものを多く含んでいる。

　筆者は大賀地域の宇治層中に設定された層準Aを佐田（1960）のH1層準に，岩層単位Aを

佐田のH2層準に，層準Bを佐田のH3・H4層準に，それぞれ対比可能であると考えた。こ

こで一つの問題が提起される。大賀地域の宇治層は佐田の湯川層群とほとんど同様な化石内

容をもつものであるが，宇治層中にY．　globosαの発見されないことである。この事実はY．

gZobosαの繁栄期にはすでに地向斜の分化が著しく進んでおり，その棲息地域が極度に制限

されていたことを示すものであろう。大賀地域の宇治層においては，層準B（ほぼLepidolinα

帯にあたる）の堆積後も引続き多量の石灰岩礫が供給されている。この中にはYabeinαは稀

で，むしろ“Neoschwαgerina－Parafusulinα帯”以前の要素を含む礫が豊富である。さらに・

宇治層の石灰岩礫岩の堆積上の特徴として，上方に向ってその量を増加する堆積輪廻の認め

られることはすでに述べた。そして，宇治層基底に認められる多量の石灰岩礫岩は，すでに

高山層群上部層のチ辛一トの堆積末期に開始された輪廻の上段を示すものであることも明ら

かになった。また，宇治層の黒色頁岩が一般に成層不良で，ある種のslumpingによるらし

い組織の認められることもすでに述べた。しかも宇治層は無気的環境下の堆積物である。こ

れちの事実に加えて・隣接する山野層群の上部（NeesChwαggerinα　douviZθei亜帯）が大量の輝

緑凝灰岩によって特徴づけられる事実を合せ考慮するとき，宇治層の石灰岩礫岩が，侵蝕地

域から，リズミカルにしかも一時に大量に供給された石灰岩礫によって形成されたであろう

ことにはほとんど疑問の余地がない1宇治層中の紡錘虫化石が厳密に言えばすべて再堆積さ

れた導入化石であると言ったのは，以上の理由によるものである。しかし繰り返し述べた

ように，これらの化石群が時代的空間的に1単位を構成するものであることにも疑問の余地

はない。

V　要 約

　本論文で述べたことを要約すると次のようになる。

　（1）大賀台および四峯付近の秩父系は，層序学的見地から，宇治層とその相当層，高山層

群とその相当層，芳井層群とその相当層，山野層群とその相当層，に区分される。

　（2）高山層群およびその相当層の下底には，つねに輝緑凝灰岩層が存在し，その直上の石

灰岩はほぼMitlereZlα帯に相当する。

　（3）高山層群およびその相当層の上位には，宇治層およびその相当層が整合に重なり，そ

の基底の時代は地域によってやや異なり，　Neoschwαgerinαdouvillei帯またはYabeinα

露rα伽α酪帯からはじまる。

　（4）高山層群およびその相当層から宇治層およびその相当層への変化，すなわち石灰岩相

から黒色頁岩相への変化をもたらした地動の開始時期は，今村の先愼不整合の時期にほぼ一

致する。

　（5）宇治層およびその相当層は，無気的環境下に堆積されたものであり，その中に挾在す

る石灰岩礫岩中のfaunaは，すべて再堆積されたものである。

　（6）従来，三原砂岩頁岩層・大岳角岩層と呼ばれてきたものを新らたに芳井層群と命名し
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た。本層群は二畳系に属する可能性がある。

　（7）山野付近に発達する秩父系は，千枚岩質であり多量の輝緑凝灰岩によって特徴づけら

れている。紡錘虫化石の産出によって，これらの地層の時代が最下部二畳紀から上部二畳紀

にわたることが明らかになった。この秩父系を山野層群と命名した。

　（8）高山層群および宇治層と山野層群とは，ほぼ同時異相の関係にある。

’（9）羽根および花木において，石灰岩層の逆転構造が推定される。これらの構造は，成羽

層群堆積後，硯石層群堆積前に形成されたものである。

⑩秩父系全体としての構造は，NW－SE方向を軸とする摺曲構造である。　cc大賀衝上線’

は大観してNE－SW方向に走り，秩父系の大構造を切っている。しかし，それによる変形

はわずかである。

　（11）　CC大賀衝上線”の前身とも言うべきものは，成羽層群堆積前にすでに存在した。
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Geological　Studies　of　the　Paleozoic　Groups　in　the

　　　　　　oga　Plateau，　central　chugoku，　Japan

by

Norihisa　YosHIMuRA
o

■

ABSTRACT　’

　　The　Oga　district　and　its　adjacent　areas　are　one　of　the　most　important丘elds　fbr　analysis　of　the

tectonic　history　of　the　Late　Paleo20ic　and　Early　Mesozoic　age　in　the　central　Chugoku，　becaus6

various　kinds　of　strata　are　well　developed　in　the　narrow　area　and　their　structure　are　very　complicated．

T与ough　a　number　of　geologists　and　Paleontologists　had　engaged　in　stud量es　of　the　district，　numerous

unsolved　ploblems　’

are　suspended．　　　　　”　　So，　the　writer　has　surveyed　ahd　studied　the　stratigraphy　and　the　geologic　structure　of　the　Paleozoic

groups　in　several　important　places　of　this　region．　As　a　result　of　theSe　studies，　the　salient　facts　are　given

as　follows：

　　1）The　Paleozoic　groups　are　composed　of　metamorphic　and　non－metamorphic　facies；the　latter　is

divided　into　two　members，　i．e．　non－calcareous　and　calcareous　members，　based　on　the　differences　of

rock－facies　and　the　geologic　structure．　Non－calcareous’members　are　separable　into　the　upPer　Mihara

fbrmation（sandstone　and　shale）and　the　lower　Otake　formation（chert），　and　calcareous　members　are

・ep・・abl・i・t・th・upPer　Uji　f・fm・ti・n．（m・i・ly、sh・1・with・lim・・t・ne　c・ngl・merat・）and　th・・1・wer

Koyama　group（ma量nly　limestone）by　rock－facies．

　　The　stratigraphy　and　the　fossil　70nes　of　the　Paleozoic　groups　in　the　surveyed　areas　of　this　region　are

summarized　on　the　tentative　correlation　table（TA肌E　1）．

　　2）It　is　very　interesting飴ct　that　the　change　of　rock・facies　from　the　Koyama　group　and　its　equiva－

lgnts　to　the　Uji　fbrmation　and　its　similar　formations　isτemarkablc　and　rapid．　This　phenomena　was

probably　caused　by，some　tectonic　movements　in　the　IIliddle　stage　of　th6　Middle　Permian　age，　and　the

stage　is　equivalent　apProximately　to　Imamura’s　Pre－Maki　unconfbrmity．　In　the　Hane　and　Yotsumine

area　Yabeina　shiraiwensis　and　its　’ allies　are　very　abundant　in　the　basal　part　of　the　Uj　i負）rmation　and　its

equivalent，　while　Neo∬勧αg〃伽4∂癖〃ei　and　its　associated　f（）rmsくvere　obtained　fピom　the　Oga，　Fukiya，

and　Hanagi　area．

　　3）　Generally　speaking，　the　Koyama　group　and　its　equivalents　collsist　of　the　upPer　limestone　and

the　lower　schalstein　formations．　Millerelta　sp．，　ClisaioPh211um　aωa　etc．　were　scarcely　found　from　the

lowest　part　of　the　limestone　formation（probably　of　the　MiUerella　zone）．

　4）　Because　no　f（）ssils　have　been　obtained　from　the　Yoshii　group　which’is　cut　off　by　many　faults

frorp　the　surrounding　f（）rmations，　its　precise　age　is　uncertain．　The　group　is，　however，　tentatively　re－

ferred　to　the　Permian　as　can　be　j　udged　from　the　litho－facies，

■

　　5）　There　are　a　number　of　limestone　lenses五n　the　phyllitic　Yamano　group，　and　fairly　amounts　of

Fusulinids，　such　as　Yabeina　shiralωensis，】r．　columbiana，　Neoschznagerina　douvillei，1な8z噸5π1痂αsp．，　Tritici，es

sp．　were　collected　from　various　horizons．　So，　the　age　of　the　Yamano　group　may　be　the　L、owest　Per－

mian　tσthe　Upper　Permian．　The　group　is　possibly　synchronous　but　heteropic　with　the　greater　part

of　the　Koyama　group　Plus　the　Uj　i　fbrmat五〇n．
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．6）The・Shodera　f（）rmation　may　be　excluded　better丘om　the　Paleozoic　groups　as　can　be　judged

from　the　rock。飴cies　and　the　tectonic　allignment，　and　it　belongs　possibly　to　the　Triassic　sediments　in

which　a　number　of　l五mestone　pebbles　are衙rly　fbUnd．　This伍ct　must　indicate　that　the　limestone　of

the　Koyama　group　were　distributed　in　the　present　position　in　the　Late　Tr量assic　age．

●

●
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Table　1． Tentative　Correlation　Tablc　of　the　Palcozoic　Groups　in　the　Oga　Plateau　and　its　Adjacent　Areas

o

Non・metamorphic　facies Metamo叩hic　fadies

Oga　area Yotsumine　area Fukiya　area Hane　area　and　its　environs Hanagi　area Yamano　area Southern　environs　of　Nariwa

Rock　unit
　　　　　　　、Main　rock漁cies　　　　　　　　i

Fossil　zone Rock　unit Main　rock　facies

　　・

Rock　unit Main　rock　facies

Unit　E

Unit　B

Sandstone　and　shale　with　con・

siderable　amount　of　limestone

conglomerate

Horizon　B Limestone　conglomerate yごbθ乞πα●LθP乞〔Joあπαsubzone

Unit　A
Black　phyllite　with　y己δθ‘πα・

bearing　limeStOne

属
．9

慧
8
お
：
5

　　信
．一．2

も超籠
毎
ε
↑

　　　口
　　．9
　　お　　　昼

騨

y．8んかα伽θη8f8

subzone

　　Black　shale
Unit　A y．Sんかα伽0π3fs　subzone

y．8んかα伽o箆8i8

subzone

　　Black　shale

Black　shale　with　a　number　of

limestone　conglomerate　lenses ？
Unit　B Schalstein　　鍔

　　．2　
　
捻
　
　
貫
・
一
乞
5
細

　　踏
三§
l
l
E
噌
鷺
H

瓦doπ卸覗¢εsubzone

　　Black　shale

Unit　C Clayslate

Horizon　A Limestone　conglomerate
y，a儒．　cαscαdθηsi8　zo　nule

N，do麗”覗θ虚subzone

　　　Black　shale

－？一一？－

　　　　　　　　　and　cllert

1V．　do卿覗θ‘subzone

鱈
．雲

躍
＄
山

Unit　D

Schalstein　with　limestone　lenses

containingハ尾OSOんωα9θ冠％α

40卿づεzθi

Upper

　formation

゜ Chert　with　8ma111enses　of　con・

910mer飢ic　limestone　in　the

upper　part，　containing　Pαrα・

∫㏄8％ε伽，4プbんα箆ε‘εαand　1艶o・

schwagerina

Pαγα∫駕8πε漁・

ハ勉080ん”ασθ短ηαzone

Sandstone，　shale

レ

Para　jusutina・

Neoschwαgerinα　zone

q3
蕊
2
邸
§
邸
旨

貫
書
岩
量
塁

No　fossil　has　been

found

P8∫α勅ゆα・
P8≠髭僧α∬‘i　subzone

Pげsp．20nule

　　　　　　　　　　軌

Black　phyllite，　green　tu促aceous

rock，　siliceous　rock，　and　black

sandy　shale，　witL　Tゲ伽c伽8．

bearing　limestone　lens　in　the

lower　part　and　P8θ掘（リ勉3駕εfπα・

bearing　limestone　lens　i11　the

upPer　part．　Base．is　unknown，

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
’
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鞠

Middle

formation

1」imeStOne　With　Small　amOU！此

of　cong】omeratic　limestone　in

the　middle　part，

The　following　species　have

been　obtained：
P8θ嘱卿8視ε伽肋α伽，P寧α舳ゆα，Ps∫．”吻画8，P8θ掘08σ励α9θγ伽8PP．，

　Tγ5ε乞c祝θ3SPP．，　F％ε％ε伽θπα

SPP・・Pゲげ翻呵露αsp・・
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Upper　formation
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Upper　formation
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GEOLOGIC　SKETCH　MAP　OF　THE　YAMANO　GROUP
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Explanation　of　P玉ate　llI

（All＞〈1◎）

F王G．L　yae’・egR9　Cfil2u・Rbiana（DaWSOR）．

　　　　　　　Axial　scctlon．　Loc．1．　Unit　A．

F鵬．2，3．y醜ξ紹議諏ξこ灘．s2s　Oz、k職．

　　　　　　　2．　　＄agittal　scction

　　　　　　　3．　Ccntered　ob！ique　sectiGn．　LGc．　L　Unit　A．

F五G・4＿論・ぶ6伽ager・inα　cf．　d，・露〃ei・Ozawa．

　　　　　　　Sagittal　sect三〇n．　Loc．2．　Unit　D．

＆Gs・5－7・　γ漉癖嬬s茎）・〈aff．　T．　sc・zom‘Libtlrzts）

　　　　　　　5，7．　ObHque　tangential　section

　　　　　　　6．Ax三a茎scct圭G雛．　Loc．婆．　U1磁玉3．

　　　　　　　From　the　Yamano　group　1n　the　Yamano　area．

FIG．8、

FIG．9。

FIG．10．

FIG．11．

FIG．12，

F憩．至3．

FIG．叢婆．掻塘痴認

FIG．　IS．

FIG。夏6．

｝七擁多欄sp。

Oblique　ax｛al　section．　Loc．　HB－4．　Hori窯oa　B．

Yabeina　cg　k．a3；ksak’Ki　Ozaw3．
」

Sag五ttal　sect量on．　Loc．　HB－2．　Horizon　B．

Yabeirzg　c£v3・！aszebaensis　Tor圭ya鵬a．

Celltcred　ob互ique　sect三（）n．　Loc．　HB－1．1｛orizon　B．

Yabei箆a　5hiresiZv♂㌶5　s：∫（）Z農wa．

Ce蹴ered　ob五ique　scct三（）n・L◎c・H8擁・HQrlzon　B乳

Yab6i，za　cf．51Z三7ζ乙iZV3躍si5（）zaマヤva，

Axia至sec綬（）fi．　Loc．　H蒙3－2．　Nor圭z◎簸B．

From　the　pj　1　fbrmation　in　the　Oga　area．

｝読麹∫擁c£6｛wsgadgnsls（A総（圭erso簸）・

Axial　section．　Loc．　F－1，　Probably　thc　Uppcr　fbrmation　of之｝le　Yoshii　group．

　　　　　　99a・n．§P。？

Axial　section．　Loc．　UA－4．　Unit　A．

gN”feoscたzva．ge’riRg　min《）ensis　Deprat．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

Axial　section．　Loc．　UA－4．　Un五t　A．

．Ne・schvaage廟a　．cratiCttLifera（Schwagev》，

Axial　sectlon（slightly　obiique）．　Loc．　HB魂．　Horizon　B．

Fr・m　thc　Uji、飴rmation　in　the　Oga　arca・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Explanation　of　Plate　IV

F耳G．1．．αゴ∫α聯左勲‘栩召ω召Minato．　Loc．　Koyama，　the　lowest　part　of　the　Middle鉛rmation　ofψe　Ko－

　　　　　　　yama　group　ill　the　Oga　area．（×2．5）　　　　　　　　　．　　　　．．．

FIG．2．　A　part　of　a　l三mcstone　cobble　containing　many　entire　individuals　of　Ylabeina　shiraizft）e’nsis　Oza－

　　　　　　　wa．（×6．4）

F鵬．3，4．Two　th三n－scctions　prcparcd　from　one　hand．specimcn．　Loc．　UA4；Unit　A　of　the　Uji　fbr－

　　　　　　　r翼ation　in　the　Oga　area，　（×　4．5）

　　　　　　　3：Apart‘of　a　Iimcstonc　cobble　containing　many　entire　individuals　ofハ彰o∫6乃磁gθ珈α2ηゴァzo－

　　　　　　　　　　ertsiS　Deprat．

　　　　　　　4：Apart　of　a　llmcstonc　cobblg　containing　many　slightly　broken　individu無ls　of！lfghan．e〃a

　　　　　　　　　　n．sp．？．

F・G．5．Lim・・t・nc　c6・gl・出crat・．　L・・．　uA－5；u・it　A・f　th・Uji・f・・m・ti・・i・th・Oga　arca．．（・4。5）

　　　　　　　Illustratesψe　miDgling　modc　of　debris　from　various　sources．　　　　　　　　　－

FIG・6・Limest°nc　c°ngl°mc「ate・L°c・．HB’5；　Hp「iz°n　B°f　the　Uji　fo…ti・n　i・th・09…ea・

　　　　　　　（×4．5）

　　　　　　　IIlustratcs　thc恥odc　of　occurrcncc　of　yaoi　eina　sp．
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